


本技術シーズ集について 

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下、「都産技研」という。）

は、東京都の中小企業に対する技術支援（研究開発、依頼試験、技術相談、人材育成

など）により東京の産業振興を図り、都民生活の向上に貢献することを役割として、

東京都により設置された試験研究機関です。臨海副都心青海地区の本部のほかに、多

摩テクノプラザ、城東支所、墨田支所、城南支所の各所で、中小企業の皆さまのニー

ズに即した高品質な技術支援を実施するとともに、中小企業の製品・技術の競争力向

上に貢献するために新たな研究・開発も行っております。 

これまでに都産技研で実施した研究成果や保有している知的財産を中小企業の皆さ

まにご活用いただくために、2013年から「技術シーズ集」を発刊してまいりました。

これまでの「技術シーズ集」をご覧になった企業の皆さまからお問い合わせをいただ

き、相談の結果、都産技研の保有特許をご利用いただくケースがでてきています。 

都産技研は、2016年度から第３期中期計画期間に入り、「環境・エネルギー」、「生

活技術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」を新たな重点研究分野とし

て、中小企業の皆さまのニーズに基づいた研究開発を実施し、ご利用いただける技術

シーズを創造することに努めてまいります。 

ぜひ、都産技研の技術シーズにご関心をお持ちいただき、これらを活用することに

よって、製品化に向けた共同研究開発、そして事業化を実現していただけますよう、

お願い申し上げます。 

 

2019年 7月 4日 

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター  

理事・開発本部長 長 谷 川  裕 夫 
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技術シーズご利用の手引き 

 

本書に収録した技術シーズを製品開発等にお役立てください。 

都産技研では、共同研究、受託研究、オーダーメード開発支援、特許使用許諾、依頼試

験、機器利用等のさまざまな支援メニューを実施しています。 

共同研究、オーダーメード開発支援等を通じて実用化・製品化した成果事例は都産技研

ウェブサイトでご紹介しています。 

都産技研ウェブサイト ； https://www.iri-tokyo.jp/ 

 

 

 

【技術シーズの詳細を知りたいとき】 

技術の詳細については、各シーズの文献・資料欄に記載した資料をご覧ください。 

研究開発の知見をまとめた研究報告、クロスミーティング概要集、研究成果発表会要旨集

や技術情報を掲載した月刊広報誌「TIRI News」があります。これらの情報は、都産技研

ウェブサイトからもご覧いただけます。 

なお、共同研究、受託研究の実施についてのご相談等は、各シーズに記載の電話番号か

ら研究員にお問い合わせください。 

 

 

【製品開発支援メニューのご利用について】 

▶ 共同研究 ： 都産技研と企業、大学、他の試験研究機関などと協力し、それぞれが保

有する技術とノウハウを融合して、応用研究や一歩進んだ技術の事業化・製品化に向け

た実用研究を共同で推進します。研究経費は双方が分担します。募集は4月上旬と9月上

旬の年2回行います。都産技研ウェブサイト、TIRI News、メールニュースなどでお知らせし

ます。都産技研研究員と研究内容・計画等を十分ご相談の上、お申し込みください。 

募集・申込 ： 開発企画室 ☎ 03-5530-2528 

 

 

▶ 受託研究 ： 受託研究は企業からの委託に基づいて都産技研が短期の研究・調査を

行います。受託研究の受付は常時行っており、企業の緊急な技術課題に対して即応でき

るという特徴があります。研究費は企業の負担となりますが、非公開が原則となっており、

秘密保持性の高いこともこの研究の特徴の一つです。都産技研研究員と研究内容等を十

分ご相談の上、お申し込みください。 

申込 ： 開発企画室 ☎ 03-5530-2528 
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▶ オーダーメード開発支援 ： 製品化のための設計・試作・評価など開発要素の強いニ

ーズに応え、お客さまの技術課題の解決に向けて都産技研が技術的な支援を行います。

受付は随時行っています。 

 

▶ 依頼試験 ： 製品、部品、材料などについて試験、測定、分析等を実施します。ご希望

のお客さまには成績証明書を発行いたします。試験結果に基づいて、技術開発、製品開

発、品質改善および事故品の原因究明などの技術的なアドバイスも行います。 

 

▶ 機器利用 ： お客様自身でご利用いただけるさまざまな試験機器をご用意しています。

製品や材料等の試作、測定、分析にご利用ください。なお、ご要望によって機器の使用法

や試験データの読み方についてご説明します。 

 

 

オーダーメード開発支援、依頼試験・機器利用についてのご相談・お申し込みは下記で受

け付けています。 

 

本部 （グループ共通） 総合支援窓ロ ☎ 03-5530-2140 

東京ロボット産業支援プラザ ロボット開発セクター ☎ 03-5530-2706 

IoT支援サイト IoT開発セクター ☎ 03-5530-2286 

城東支所 技術支援係 ☎ 03-5680-4632 

墨田支所 生活技術開発セクター ☎ 03-3624-3731（代表） 

城南支所 技術支援係 ☎ 03-3733-6233 

多摩テクノプラザ 総合支援課 ☎ 042-500-2300（代表） 

 



バイオマス資源を用いた
吸着剤作製方法の検討

バイオマス資源としてパルプ処理廃液である黒液を利用して、吸着剤作製の検討を
行いました。炭化処理＋スルホン酸基付加により、市販品を上回る金属イオン保
持力を示す材料が得られ、金属イオン用吸着剤としての可能性が見いだせました。

 作製プロセスにおいて有機溶剤を一切使用しない
 高効率化のための温度コントロールが必要ない
 コストダウンが期待できる
 市販品を上回る保持量の実現

 木下：平成 年度技術シーズ集，
（前手法の検討）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

バイオ応用技術グループ 木下 健司

 強酸性下や強塩基性下などさまざまな条件での性能評価
 他種官能基付加物を含めた選択性の評価
 他種バイオマス材料への展開

特徴

研究員からのひとこと
簡易的なプロセスで作製が可能です。
廃材などバイオマス材料を用いた材料開発に
興味のある方はお問い合わせください。

～吸着剤作製条件～

～性能評価～
量的比較

吸着剤を詰めたカートリッジに鉄イオン
溶液を流し、通過した液中の鉄イオン
について発色法で測定した。
評価対象吸着剤
作製品①～③
活性炭
強陽イオン交換樹脂
弱陽イオン交換樹脂

（赤：吸着剤①、緑：吸着剤②）

金属イオン種の比較
に調製した金属イオン溶液を吸着剤を詰めたカートリッジに 通液し、通過した液中の金属イオンを 発光分析により測定し、

吸着剤における捕集率を求めた。

吸着剤①についていて市販品を吸着剤①についていていて市販品を
上回る保持能力が確認された。
２つの処理を組み合わせた吸
着剤③では、逆に保持能力が
低下した。

陰イオン系金属イオン種などを除き、広範囲で高い捕集率が確認された。

環境・エネルギー
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溶剤蒸気の触媒処理

溶剤蒸気の触媒処理の低温化を目指し、コバルト セリウム複合酸化物上に白金
を高分散担持しました。ベンゼン環を含む、含まないに関わらず、従来より ℃～

℃程度低い温度で酸化 燃焼 処理が可能です。

 上への白金の直接高分散担持に成功
 ベンゼン環を含む、含まないに関わらず、従来より

～100℃程度低い温度での溶剤酸化が可能
 塩化白金酸の不使用

→ 酸・還元用水素使用・排気等の設備が不要

 ：

 年 月号

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 染川正一（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

環境技術グループ 井上 研一郎

 溶剤酸化処理に係る電気代・燃料費の削減
 既設処理装置への触媒の適用 交換 が可能
 小型室内清浄機等への応用

特徴

特開

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
この技術で溶剤蒸気の低温酸化が可能です。
排ガス処理、工場内のにおい対策が必要な
企業からの技術相談をお待ちしております。

ベンゼン環を含む、含まない溶剤が混在
→ 従来触媒、 触媒のどちら
を使っても ～ ℃程度が必要
独自技術で白金を 上に担持
→ ～ ℃での同時処理が可能

トルエンの
触媒酸化
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亜鉛排水規制に対応した
めっき前処理洗浄技術の検討

めっき業の亜鉛排水規制に対応するため、排水処理を阻害する脱脂剤の
使用量削減を目指したファインバブルによる洗浄技術の検討を行いました。
本技術により脱脂剤の使用量を大幅に削減可能となります。

 亜鉛の排水処理性が従来の脱脂剤使用時よりも向上
 薬品（脱脂剤）使用量の削減により環境負荷低下やコス
トの削減が可能

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 西田 葵、田熊保彦、小坂幸夫、榎本大佑（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

環境技術グループ 森久保 諭

 環境負荷低減洗浄技術として表面処理業へと展開
 排水規制に対応可能な洗浄技術として実用化に向けた検
討の実施

特徴

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
本技術で亜鉛排水処理の向上が期待されま
す。本技術や実用化・事業化に向けた共同研
究等にご興味のある方はご相談ください。

 森久保 他：亜鉛排水処理におけるめっき用薬品の影響と
対策，表面技術， ， （ ）

 森久保 他 表面技術協会第 回講演大会要旨集
（ ）

亜鉛めっき排水処理の課題

水酸化亜鉛 亜鉛が溶解

固液分離可能 処理性○ 固液分離困難 処理性×

脱脂剤の混入により処理性の悪化⇒対策が必要

【特徴的な性質】
・表面電荷特性により油等の汚濁物質に吸着
・表面張力の低下による高い浸透効果

⇒環境負荷の低い洗浄技術として期待

水と空気からなる微細気泡（環境負荷：低）

脱脂剤①
約

脱脂剤②
約

図1 FB洗浄の効果

一部の脱脂剤と同程度以上の洗浄効果
・脱脂剤洗浄排水をそれぞれ 加えた

模擬亜鉛排水を調製し、亜鉛排水処理性の違いを確認
⇒ 洗浄では亜鉛排水処理性が大幅に向上

図2 FB及び脱脂剤が排水処理に与える影響

本則基準値

暫定基準値

一般的な亜鉛排水処理 脱脂剤混入

ファインバブル（ ）

初期亜鉛濃度
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白金族の相互分離システムの開発

低濃度の白金族が存在する水溶液中から白金とパラジウムを分離・回収するシス
テムを開発しました。相互分離を可能にするため、新規分離材の合成を検討しまし
た。この技術により、従来廃棄していた溶液中からの白金族分離・回収が可能です。

 従来廃棄していた溶液中からの分離・回収が可能
 電解還元によるイオン価の調整
 都市鉱山からの有価金属回収の実現

 年 月号に掲載予定

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 國仙久雄（東京学芸大学）、大室智史、荒井健介（日本薬科大学）

研究成果に関する文献・資料

バイオ応用技術グループ 梶山 哲人

 電解条件の検討
 分離材の高性能化
 ロジウムの分離・回収の検討

特徴

特許出願中

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
この技術で白金族イオンの分離・回収が可能
です。
各種金属イオンの分離・回収に興味ある方は
お気軽にお問い合わせください。

分離材 、金属溶液
×
×

10%SnCl₂溶液
濃度

下記の分離システムを設計し、分離用に新規分離
材を合成し、白金とパラジウムの分離・回収が可能
になりました。

 
－4－



誘起蛍光法を用いた
流体の可視化技術

誘起蛍光法を用いた流体の可視化装置を作製しました。明瞭な画像を得るため、
フィルタ構成や蛍光剤を検討しました。レーザー光源を用いないため、比較的安価
で作成でき、この技術により、油や水の流れや付着の可視化が可能です。

 蛍光顕微鏡では不可能だった広範囲の可視化が可能
 フィルタ選択によりさまざまな蛍光剤に対応
 レーザー光源を用いないため、比較的安価

 石田他：油脂の洗浄度評価に用いる観察手法の検討，
日本実験力学会講演論文集， ，
（ ）

 その他、混相流シンポジウム、 等で発表および
論文投稿予定

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 天谷賢児（群馬大学） 、畑山博哉、村井まどか、佐熊範和（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

表面・化学技術グループ 石田 祐也

 洗浄分野での研究に活用
 オーダーメード開発支援等での活用が期待できる

特徴

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
この技術で流体の挙動や付着を可視化し、
撮影することができます。
気体や液体の流れに興味のある企業の皆さま、
共同研究や開発支援でご活用ください。

誘起蛍光法：特定波長の光源を用いて計測対象に含まれる分子を励起し、
その蛍光を観察する技術です。

図 誘起蛍光法による
可視化装置と模式図

（ 可視光写真 （ 誘起蛍光法による写真

図 ワークに付着した加工油の可視化

簡易的な可視化装置 （ 誘起蛍光法による写真

図 水面浮上油の挙動の可視化

光源
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圧力孔

放射・周状流路を有する羽根車を
用いた遠心式ポンプの設計と評価

遠心式ポンプ用の放射・周状流路を有する羽根車を開発しました。揚送可能な流
量領域を拡大させるため、一次元性能予測法により形状を検討しました。これにより、
揚程の右上がり不安定特性が抑制され、従来に比べ全流量領域で揚送できます。
この技術により、低流量・高揚程領域における安全な運転が可能です。

 で製作が可能
 揚程性能を一次元性能予測法にて簡単に求められる
 低流量・高揚程領域において安全に運転が可能

 小西毅，平野康之：回転多孔質体による低比速度ポン
プへの応用，日本機械学会 年度年次大会講演論
文集， ，

 小西毅，平野康之，西泰行：多孔質羽根車を用いた遠
心ポンプの設計と性能予測，日本機械学会 年度年
次大会講演論文集， ，

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 平野康之（都産技研）、西 泰行（茨城大学）

研究成果に関する文献・資料

機械技術グループ 小西 毅

 容積式ポンプからの更新
 製薬・食品機械分野への展開
 動粘度の高い流体の揚送に期待できる

特徴

特開

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
本羽根車を用いたポンプで低流量・高揚程の
送液ができます。
現在、本羽根車に興味のある企業との共同
研究や事業化を募集しております。

図 提案する羽根車

課題
一般的な遠心式ポンプは低流量・高揚程
領域の運転において揚程の右上がり不安定
特性により振動・騒音につながるサージングが
発生します。

課題の解決法（仮説）
羽根車内部の流路を図 のように設計する
ことで、渦の発生が抑制されると予想されます。

一次元性能予測法

H= Hth－ HLoss

H:全揚程(m) Hth:理論揚程(m) HLoss:水力損失(m)

揚程性能は、揚程係数Ψおよび流量係数φにより
評価できます。

揚程性能試験

流れ

ポンプ

タンク

電磁流量計
バルブモータ

トルク計

40A

回転速度
検出器

600
図2 揚程性能試験用実験装置 図3 揚程性能の予測値と実験値

一次元性能予測法と揚程性能試験との比較

※水力損失は羽根車の摩擦損失と羽根入口
衝突損失と急拡大損失の和で見積もることができます。

u2:周速度(羽根車出口)(m/s)
A2:流路断面積(羽根車出口)(m2)
Q:流量 (羽根車出口)(m3/s)

Hは次式により求められます。

Ψ

φ

0.5

1

0 0.025 0.05

予測値

実験値

= =

サージングが生じる要因
羽根車内部に発生する渦が原因と考えられ
ます。
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ニトロ多環芳香族化合物の
蛍光増強反応を利用した
環境中微量分析法の開発

ディーゼルエンジンの排気ガスや大気中などに低濃度に含まれる変異原性物質の
ニトロ多環芳香族化合物を、従来よりも簡単な方法で微量分析する方法を開発
しました。この技術により、環境中のニトロ化合物を簡便に微量分析できます。

 微量のニトロ多環芳香族化合物を、特定の可視光を
照射するという簡単な前処理のみで分析できる

 安価で汎用されている蛍光検出器を利用した定量分析法
 ニトロ多環芳香族化合物のみを選択的に分析できる

 分光光度計及び を用いた ニトロベンズアントロンの
分析法の開発，日本分析化学会第 年会 講演予稿
集，

 エタノール溶液でのニトロアレンの蛍光増強反応，第 回
分析化学討論会 講演予稿集，

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 大島 茂、齋藤敦子、布施 諒（東邦大学）

研究成果に関する文献・資料

城南支所 藤巻 康人

 ニトロ化合物に対する蛍光増強効果の応用
 環境分析分野への展開
 新しい分析前処理装置の開発

特徴

特許出願中

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
この技術で、従来は困難だったニトロ多環芳香
族化合物の微量分析が可能になります。
環境分析や分析前処理装置の開発に興味
のある企業との共同研究・事業化を募集して
います。

ニトロ多環芳香族化合物は大気汚染物質の一種で、変異原性※をもつことが知
られています。中でも3-ニトロベンズアントロン（図1）は、環境中には微量
しか存在しないものの、ヒトや生物への影響が懸念されています。

O

N O 2

図1 3-ニトロベンズアントロン

※変異原性� DNAに変化をひき起こす性質のこと。強い変異原性は発ガン性と密接な関係があることが知られている。

図2 蛍光増強効果
3-ニトロベンズアントロンはほとんど蛍光を示さないが、
特定の光を照射することで100倍以上の蛍光強度まで増強
される。

ニトロ多環芳香族化合物のエタ
ノール溶液に特定の可視光を照
射することで、元の100倍以上
に蛍光を増強できることがわか
りました（図２）。これにより、
安価で汎用の蛍光検出器を利用
した高感度な定量分析が可能と
なりました。
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基油 切削油 作動油

残
油
量
（

）

油種

測定
測定
測定

重量測定

ファインバブル洗浄が油に与えた影響や適した評価法を確認することができました。

ファインバブルを用いた脱脂処理後の
金属表面における清浄度評価

近年注目されているファインバブルの脱脂効果を評価するため、機器分析を用いた
清浄度評価を行いました。結果からファインバブル洗浄後に油の変化が確認でき、
各油種に適した評価法の選択が可能になります。

 油種に対するファインバブル効果の明確化
 適した評価法の選択に有用

 西田 他 表面技術協会第 回講演大会要旨集
（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 森久保 諭、田熊保彦（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

実証試験セクター 西田 葵

 油以外の付着物に対する清浄度評価へ応用
 めっき事業所での品質管理システムに展開予定

特徴

環境・エネルギー

研究員からのひとこと
ファインバブル脱脂洗浄の評価技術です。有機
物を対象にした表面清浄度評価技術にご興
味のある方はご相談ください。

図 機器分析による清浄度評価結果

切削油の 測定 図
や基油の 測

定の結果から、洗浄前
後の油の構造変化が
示唆され、油種によって
は特定の分析法での
評価が難しいことがわか
りました。

 ファインバブル洗浄によ
る影響が小さい分析法
での評価は、重量測定
の評価よりもばらつきが
小さいことがわかりました。
（図 ）

定
量
不
可

0

0.1

0.2

0.3

0.4

200 250 300

（
度

光
吸

） 未洗浄

ファインバブル洗浄後

図 切削油の 測定結果

試験品：鉄製プレート（ × × ）

ファインバブル洗浄・乾燥

ヘキサン で 分 超音波抽出

機器分析（検量線法による定量）
＊分析サンプル：ヘキサン抽出液
①紫外可視分光光度計（ ）
②赤外分光光度計（ ）
③ガスクロマトグラフ質量分析計（ ）
④電子天秤

 
－8－



肢位の違いが腱振動刺激による
運動錯覚に与える影響の解明

腱への機械的な振動刺激により誘発される運動錯覚に対して、刺激提示部の姿
勢がどのように影響するかを解明しました。従来の試行錯誤による運動学習・再学
習手法とは異なる新規運動学習手法の開発が期待されます。

⚫ 腱への機械的振動刺激を定量化する刺激量定量化装置
を開発

⚫ 刺激量と運動錯覚特性の関係を定量化する手法を開発

⚫ 刺激提示部の姿勢が運動錯覚特性に影響することを解明

⚫ Ohshima et al., Does the limb position influence 
the motion illusion evoked by tendon vibration? 
EMBC’18,（2018）

⚫ Ohshima et al., Development of a system to 
quantify the depth of tendon stimulus for the 
illusion of motion achieved by a vibrator 
IUPESM2018,（2018）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

生活技術開発セクター 大島 浩幸
TEL 03-3624-3731

⚫ 運動学習・再学習システムへの応用

⚫ VR環境での疑似運動感覚提示への応用

特徴

研究員からのひとこと

この技術でリハビリテーション機器やVR関連機
器の開発が可能です。

興味のある企業との共同研究による事業化を
期待します。

図1．腱への機械的振動刺激による運動錯覚の概要

図2．開発した刺激量定量化装置

錯覚の鮮明度
伸展の角
度

伸展の角
速度0°条件

（A）
30°条件
（B）

#1 3 5 A < B A = B

#2 2 5 A < B A < B

#3 2 5 A < B A < B

表1．肘関節屈曲0°条件と30°条件の結果

刺激提示部の姿勢の違いは、錯覚の鮮明度、
伸展の角度、伸展の角速度の主観評価に影
響を与える。

生活技術・ヘルスケア

本研究はJSPS科研費(若B) 16K21693の助成を受けたものです
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人体解剖学及び生理学に基づいた
体温調整モジュール構築のための
カッティング技術の開発
生理学的情報に基づき身体を効率的に加温あるいは冷却するため、頸部 首側
面 、腋窩部等に冷暖素子を配置することで効率的に体温調節できる衣服開発
を行いました。

 ヒトの体温調節には、血液を保温・冷却することが効果的
→ この技術を活用することで効率的な体温調節が可能

 裁断方法の検討により頚部、腋窩部への保温・冷却が可能

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 八谷如美、山口隆志（都産技研）

 特許出願
 作業服、医療分野等への展開
 炎天下や寒冷地での体温調節グッズの開発

特徴

特許出願中

生活技術・ヘルスケア

研究員からのひとこと
この技術で従来にない体温調節グッズの開発
が可能です。
冷却服等の開発に興味のある企業との共同
研究・事業化を希望します。

前身頃 脇 後身頃

製品サンプル

デザイン技術グループ 平山 明浩

体温調節に直接効果のある動脈血が体表部を流れている部位に着目し、開発しました。
頸部 けいぶ、首側面 に冷暖素子入れを配置した設計
腋窩 えきか、脇の下 に冷暖素子入れを配置した設計
立体裁断による頸部、腋窩部へ冷暖素子入れが任意位置への配置
生地機能 吸湿性、通気性、伸縮性等 の検討
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改良型レーザーマイクロダイセクター
による疾患解析の最前線

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 山岡英彦、永田晃基、森河和雄（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

バイオ応用技術グループ 八谷 如美

特徴

生活技術・ヘルスケア

研究員からのひとこと
認知症などの老化に関わる疾患に興味のある
企業との共同研究・事業化を希望します。

超高齢社会の昨今、アルツハイマー病など認知症を呈する患者は増加の一途です
が、これら疾患の発症機構はおろか、その予防・治療法は乏しいです。この現状を
改善すべく、疾患特異的タンパク質の新規かつ画期的解析手法を紹介します。

内容・特徴

診断困難
予防・治療法に乏しい

可溶化困難タンパク質の
新規可溶化法

病態研究は遺伝
性疾患に注力

疾患マーカーの同定：病態解明から早期診断へ改良型マイクロ
ダイセクターの開発

出芽酵母由来分子
シャペロンによる
あたらしい可溶化
手法の確立 疾患由来成分のみの単離を実現

 年 月号，


ほか多数

 タンパク質等における新規単離技術で疾患解析分野の
技術革新

 可溶化困難タンパク質の解消
 微小分析技術の革新に貢献

特開
特開 他

 これまでにない高精度な極微小領域の単離を実現
 「タンパク質によるタンパク質の可溶化」で残留化学薬品
による解析阻害を払拭

 高精度かつ高感度なバイオマーカー同定へ
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青色光網膜傷害の実用的な
測定方法の開発

青色光網膜傷害の実用的な測定方法を開発しました。検出器として、ハイパース
ペクトルカメラを用いることで、短時間かつ簡便に に準拠した測
定ができるようになりました。

 に準拠した測定
 ハイパースペクトルカメラを用いることで、
容易に最大輝度の探索が可能

 測定時間の短縮によるコスト低減

 秋葉他：青色光網膜障害の実用的な測定方法の開発，
，

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 澁谷孝幸、岩永敏秀（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

光音技術グループ 秋葉 拓也

 熱傷害測定への対応
 ハイパースペクトルカメラの応用展開事例として展開
 依頼試験としてサービスイン

特徴

生活技術・ヘルスケア

研究員からのひとこと
この技術で青色光網膜傷害のリスクグループの
判定が可能です。
照明製品の安全性評価にご利用ください。

図 青色光網膜傷害測定システム外観
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視野角 (deg.)

m/dc( 
度

輝
2 )

2900

3000

3100

3200

3300

3400

3500

 色
温

度
 (

K)

相関色温
度(K)

RG0限界輝
度(cd・m-2)

RG1限界輝
度(cd・m-2)

3000以下 100,000 10,000,000

3000超
4000以下

80,000 8,000,000

表1 JIS C 8105-1におけるRGの判定条件

最大光度の方向を配光装置を用いて測定します。
ハイパースペクトルカメラ（ ）を用いて 次元分光輝度を測定します。 図 試験品外観および

次元輝度画像

図 輝度および色温度の視野角依存性

視野角 で測定した場合、
輝度： 、 色温度：
リスクグループ判定：
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医療機器騒音に対する“気になる”
感覚定量評価手法の検討

騒音に対する“気になる”という感性情報の定量化を行うため、主観評価実験を
実施し、気になり度合推定モデルを作成しました。

 従来手法である騒音レベル による評価ではなく、“気に
なる”といった人の感性情報に基づいた評価

 複数の音源を持つ製品に対して、各音源のバランスを考慮
した音質設計が可能

 宮入他：在宅医療機器を想定した複合騒音に対する印
象評価，環境工学総合シンポジウム

 年 月号

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

光音技術グループ 宮入 徹

 医療機器の他、車載機器・家電製品・情報機器等、各種
機器の音質改善への応用

 人の感性を考慮した快音化設計支援

特徴

生活技術・ヘルスケア

研究員からのひとこと
製品の音質の定量化や感性を考慮した製品
設計に興味がございましたら、ぜひ一度お声か
けください。

主観評価実験の実施
空気圧縮機稼働音と空気排気音（プシュッといっ
た音）の複合音をヘッドホンにて被験者に提示。
「どの程度気になる音か」を評価。

気になり度合推定モデルの作成
主観評価実験結果から得られた気になり度合を目的変数
として、物理量の組み合わせによる重回帰分析を実施。

主観評価実験結果と相関の高い「気になり度合推定モデル」が得られた

複数の音源を有する製品では、一つの音源を静かにすることで逆に他の音が目立ってしまうといった事例も
存在し、製品全体の音質を考慮した設計が要求されます。
本研究では在宅医療機器を対象として、その代表的な音源である空気圧縮機稼働音と空気排気音から
構成される複合騒音に対する”気になる”感覚の定量化を行うため、印象評価実験結果と心理音響評価量
との対応を確認しました。

気
に
な
り
度
合
推
定
モ
デ
ル

気になり度合の主観評価値

調整済R2=0.97

 
－14－



吸水性試験の精度向上に向けた
標準布の提案

JIS吸水性試験機の中でも微少な吸水性能の差を測定できる改良ラローズ法試
験機の精度向上のために、簡単なインジケーターとチェック方法を考案し、機器の精
度低下を検出することが可能となりました。

⚫ JIS規格に規程のガラスフィルターの検定方法を用いなくても
簡便にチェックが可能

⚫ 装置のフィルターの劣化前後の性能差が明らかに示される標
準布を選定

従来技術に比べての優位性 今後の展開

共同研究者 岩崎謙次、池田善光（都産技研）

複合素材開発セクター 小柴 多佳子
TEL 042-500-1291

⚫ 依頼試験時の精度管理に利用

⚫ メンテナンス業者への提案

特徴

研究員からのひとこと

この技術で試験機の簡便な精度管理が可能と
なります。

生活技術・ヘルスケア

パイル
番手

密度*)
パイル長
(mm)

厚さ
(mm)

① 26/1 1710 12 3.3 

② 50/1 2860 8.5 1.8 

③ 50/1 2592 8.5 2.2 

④ 26/1 1710 8.5 3.0 

⑤ 26/1 1900 8.5 2.9 

⑥ 18/1 1444 12 3.8 

⑦ 30/1 1840 9 2.5 

⑧ 26/1 1824 13 3.7 

⑨ 20/1 1900 13 4.6 

⑩ 18/1 1216 12 3.2 

⑪ 26/1 2000 13 4.1 

表1．検討したパイル生地の仕様

*)たて糸本数×よこ糸本数/inch

新品フィルターの吸水初期の吸水量と吸水速度を基準値とし、使用フィルターでの測定値と比較したときの性能差が明確に出る
標準布を決定しました(図2)。基準値の許容範囲を定めることで、フィルター使用の可否の目安とします。

0

500

1000

1500

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

吸
水
評
価
指
数

試料No.

図1.フィルターによる吸水評価指数の差

F2新品フィルター

F3使用フィルター

図2. 吸水時間と吸水量(性能差が明確に出ている例）
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試料⑩
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試料⑪

図3. 吸水時間と吸水量(性能差が明確に出ていない例）

性能差が明確

新品のガラスフィルターと、性能が低下している使用後のガラスフィルターを用いて、吸
水評価指数の差が明らかに出る生地を選択しました(図1)。
新品のガラスフィルターと、性能が低下している使用後のガラスフィルターを用いて、吸
水評価指数の差が明らかに出る生地を選択しました水評価指数の差が明らかに出る生地を選択しました((図図1)1)。。

新品フィルターの吸水初期の吸水量と吸水速度を基準値とし、使用フィルターでの測定値と比較したときの性能差が明確に出る
標準布を決定しました(図2)。基準値の許容範囲を定めることで、フィルター使用の可否の目安とします。
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布の蒸発放熱特性評価の検討

暑熱環境では、汗の蒸発を促すような衣服素材が求められます。
発汗ホットプレートを用い、布の蒸発放熱特性のモデル評価を検討しました。
この手法により、汗対策に有効な繊維素材を定量的に評価できます。

 着用状態を再現した布の蒸発放熱の定量化
 布の湿潤から乾燥に至る熱流の経時変化が比較
 装置実験により、被験者実験のための試験コスト・時間短縮

 山田他：都産技研研究報告， ， （ ）
 山田他：運動に伴う体表面蒸散量分布の変化―衣服素
材の必要水分透過量設計に向けた基礎研究―，繊維製
品消費科学誌， ， ， （ ）

 山田他：繊維製品消費科学会 年次大会要旨集，
（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 松山允則（株式会社パルファン）

研究成果に関する文献・資料

生活技術開発セクター 山田 巧

 スポーツアパレルへの応用
 熱中症対策分野への展開
 繊維素材への表面加工の評価

特徴

生活技術・ヘルスケア

研究員からのひとこと
この評価技術で汗対策に有効なテキスタイル
評価が可能です。
暑熱環境対策ウェア開発にご興味のある中小
企業のご相談をお待ちしております。

 ポリエステル の布に比べ、綿 ％は蒸発放熱量が小さく、
乾燥の戻りが遅い

 市販品のうち、厚いまたは質量が大きい素材の蒸発放熱量は小さい
傾向にある

【測定条件】
試験環境： ℃ ％
熱板温度：30℃
気 流： 秒
吐水量 ：
吐水時間： 分
測定回数： または 回
測定時間： 分

乾燥状態 分 →
湿潤 分 → 乾燥 分

試 料：市販のスポーツウェア素材
丸編ニット

図 発汗ホットプレート外観
（インタークロス 株 製）

図 湿潤時のｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨ画像

図 蒸発放熱の経時変化

熱板の熱流量
を計測

試料

図 布の蒸発放熱計測の概要

水の蒸発
（気化）

吐水

 
－17－



空気アトマイズ模擬実験による
活性金属粉末製造の検討

大気中において、空気ジェットによるマグネシウム合金の粉末作製について検討し
ました。安定化のための特定の表面構造を推定しました。これにより安定性と焼結
性が両立できれば、粉末を出発材とする製造プロセスに有利と考えます。この技術
を基盤とした軽量部品の新開発が期待されます。

マグネシウム合金は活性な金属のため高価な不活性ガスが欠
かせず、さらに、粉化することは非常に危険で、避けられていまし
た。しかし、特定の表面構造を形成することで、安価で安定的
な粉末作製の可能性が示されました。



 岩岡拓，伊達賢治：模擬エアアトマイズ法によるマグネシウ
ム合金粉末の作製と評価，軽金属学会第 回春期大
会講演概要

従来技術に比べての優位性

今後の展開

本研究の一部は平成 年度受託研究により遂行されました。

研究成果に関する文献・資料

機械技術グループ 岩岡 拓

 高強度・難燃・耐熱マグネシウム合金等の粉末作製と焼結
性の課題の検討

 軽量性や制振性に優れるマグネシウム合金を用いた軽量部
品の原料粉末の開発

特徴

研究員からのひとこと
合金化をともなう原料粉末の開発にもつながる
技術になります。今後、技術の蓄積によって、
粉末からの部品化プロセスを検討していきます。

特許出願中

図 の粉末表面の酸素濃度から酸化の度合いが推
測できます。粉末は保存時間とともに表面が酸化し
ていきますが、 や を添加した合金粉末ではそれ
が抑制されていました。

図 含有マグネシウム合金粉末の 像

MgO

α＋β（Mg17Al12）

図３ 粉末表面の安定構造の推定模式図

図 は安定的に空気ジェットで作製した 入り
マグネシウム合金粉末の観察像です。図 に示すよ
うに、 と からなる安定かつ焼結しやす
い構造であると推定しました。
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図 粉末表面の酸素濃度の保存時間の影響
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めっきと樹脂粉末レーザ焼結による
配線の実装

めっきとナイロンを用いた樹脂粉末レーザ焼結を組み合わせて、 配線を作製し、
ケースに実装する方法を提案しました。この技術によって、樹脂部品と配線が一体
化した複合部品（省スペース化などに寄与）を作製することができます。

 配線による設計の自由度向上（配線の省スペース化）
 小ロットの電子機器製造などに優位性あり
 プリンティング に特化した
ものづくり手法による高付加価値製品の創出が可能

 小林、他：めっきと樹脂粉末レーザ焼結部品を組み合わせ
た導電パターン作製 精密工学会秋季大会学術講演会講
演論文集

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 竹村昌太、桑原聡士、新井宏章（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

ものづくりセクター 小林 隆一

 小ロット電子機器の試作、製造
 省スペース配線技術としての展開
 めっき × 樹脂粉末レーザ焼結による、さらなる付加価値の
創造

特徴

機能性材料

研究員からのひとこと
とめっきを活用した電気応用の開拓に

ご興味のある企業との共同研究・事業化を
希望しています。

ほこりセンサー
ファン

配線

スイッチ

ジャック

① を用いたモデリング

ほこりセンサー

③ 電子部品の実装と検証

ケース

時間
出
力

検出
電解銅めっき

① ケース、 配線の設計および電子部品のレイアウトを でモデリングしました。
② 配線（形状のみ）とケースは樹脂粉末レーザ焼結で造形しました。

配線は銅めっきによって導電性を付与しました。
③ ほこりセンサーや電子部品および 配線をケースに実装しました。ケースに実装したセンサーが

異物を検出することを確認（図中のグラフ）し、回路として機能することを検証しました。

近年、 、いわゆる プリンティング の電気的な応用への期待が
高まっています。本研究では、 に特化したものづくり手法の提案を目的として、 配線の作製
手法の提案と検証を行いました。

② 配線の造形とめっき

とめっきを活用すると、電気応用の可能性が広がります

ランナーの中に
配線があります
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不純物ドーピングによる
環境適合型熱電変換材料の熱電特性の向上

不純物ドーピングによって、環境適合型熱電変換材料 の
熱電特性の向上に成功しました。 における熱電性能指数 は、
他のリン系熱電変換材料と比較して世界最高です。

 有害元素、希少元素を含まない
 の中低温領域において熱的に安定
 における が、リン系熱電変換材料の中で世界最高

 並木宏允他：第 回応用物理学会春季学術講演会
講演予稿集

“Agクラスター構造を有する の熱電特性”

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 太田優一、林 孝星、岩岡 拓（都産技研） 「本研究の一部は、文部科学省委託事業ナノテクノロジープラットフォーム
（プロジェクト番号 ）の 支援を受けて実施されました」

研究成果に関する文献・資料

先端材料開発セクター 並木 宏允

 熱電変換モジュール・ペルチェモジュールへの応用
 排熱発電、 センサ用自立電源分野への展開
 コドーピングによる更なる熱電特性の向上

特徴

機能性材料

✔ 有害元素、希少元素を含まない
✔ 元素置換の自由度が大きい
✔ 結晶構造由来の低い熱伝導率
✔ リン系化合物の中で、高い熱電特性

ゼーベック効果

熱電変換材料は、熱による温度差を電力に変換する材料

高温側

低温側

性能が 倍以上に向上

応用先

✔ 廃熱発電 ✔ センサ用自立電源 ✔ 環境発電

研究員からのひとこと
熱電変換材料は、今後の需要増加が期待され
る機能性材料の一つです。
本研究における物質に限らず、熱電変換材料
に興味のある企業との共同研究を希望します。

=熱電性能指数
S : 熱起電力
ρ : 電気抵抗率
κ : 熱伝導率

図 における他のリン系熱電変換材料との 比較

図 不純物ドープした の の温度依存性
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銀ナノ粒子の光学的機能の探索
ウェットプロセス 印刷 塗装 への応用

銀ナノ粒子の光学的機能について、印刷や塗装への応用を検討しました。銀ナノ
粒子の吸収・散乱特性と銀薄膜の硫化による光導電性に着目し、銀ナノインクの
低温焼成、白色塗料の高輝度化や塗装可能な光センサの可能性を示しました。

 光照射によって銀ナノインクを低温で焼成
 銀ナノ粒子混合で白色顔料の輝度向上 例：凝集銀ナノ
粒子混合→導光板の配置で赤色光輝度

 フレキシブル光導電センサが塗装・印刷プロセスで作製可能

 海老澤他：都産技研研究報告， ，
（ ）

 海老澤他：都産技研研究報告， ，
（ ）

 年 月号
 海老澤他：硫化銀薄膜を用いたフレキシブル光導電センサ，
電気学会全国大会論文集， （ ） 他

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 平 健吾、磯田和貴、小林宏輝、山口隆志 都産技研

研究成果に関する文献・資料

光音技術グループ 海老澤 瑞枝

 ファインな用途・プロセスに限定しない銀ナノ粒子・薄膜の光
学的機能の活用

 塗装・印刷分野への展開
 既存材料、技術への高付加価値化

特徴

特開

機能性材料

研究員からのひとこと
目的や用途に応じて最適化の余地があります。
事業化を目指して、企業と共同での研究・
知財化を希望します。

【塗装・印刷プロセスで作製可能な光導電センサ】
光

フレキシブルな光導電センサ

パルス光の照射によって光電流が増加
バイアス電圧 白色 照射

【銀ナノインクの低温焼成】

室温乾燥 室温での光照射
銀ナノインク表面の 画像

光照射によって抵抗値が約 減 乾燥 分後時点

乾燥
溶剤の体積減少 体積減少＋

粒子の接着
光照射

輝度向上

白色塗料 凝集銀ナノ粒子白色塗料

【銀ナノ粒子の混合による白色顔料の輝度向上】

ガラス

カメラ
光源 顔料

サンプル

カメラ

光源

凝集銀ナノ粒子による赤色散乱光の増加導光板 エッジライト方式 を模擬した光学系で側方散乱光
を撮影して明るさを比較

これまでの研究で得られた銀ナノ粒子の光学的機能・特長「凝集による散乱光の波長特性制御」「共鳴波長の光照射に
よる銀ナノ粒子の凝集促進」「硫化銀微粒子層での内部光電効果」をペーストやウェットプロセスに応用しました。
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サブナノ領域での蛍光炭素ドットの
サイズ・組成制御による波長と
効率のコントロール

都産技研で開発したスーパーマイクロポーラスシリカ（ ）の細孔内でクエン酸
を加熱すると蛍光体が得られました。蛍光体を取り出し、単離・精製を行ったところ、
ピロン誘導体である可能性が示唆されました。 細孔を利用することで、簡便
に蛍光体の合成が可能であることに加えて、特異な反応が起こることがわかりました。

 細孔内に有機物を入れ加熱するだけなので、合成が
簡便である。

 重金属を使用した従来の量子ドット蛍光体と比較して毒性
が低い。

 年 月号

 林 他：都産技研研究報告
（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 藤巻康人、渡辺洋人（都産技研）、今井宏明、緒明佑哉（慶應大学）
本研究は 科研費 の助成をうけたものです。

研究成果に関する文献・資料

バイオ応用技術グループ 林 孝星

 重金属、レアアース代替蛍光材料への応用
 センシング材料への展開
 マルチカラー化、長寿命化の検討

特徴

特開

機能性材料

研究員からのひとこと
ナノ空間を利用した機能性材料の開発は無
限の可能性があります。
蛍光体に限らず、医療分野への応用にも期待
ができる材料です。

○特徴
・0.7～2 nmの大きさが制御された空間を持つ
・透明材料である（可視光透過性）
・耐熱性が比較的高い（～700 ℃程度）

SMPSの模式図

合成した蛍光体（左）
細孔から取り出した
溶液（右）
λex=365 nm

発光挙動の調査、精製し構造決定を試みた。

細孔内加熱

ピロン誘導体

○本研究の目的
SMPS細孔を利用した機能性材料の開発

クエン酸
細孔内
に導入

 クエン酸を 細孔内で加熱すると蛍光体が得られた。
 この蛍光体は、ピロン誘導体である可能性が示唆された。
 クエン酸を細孔内で加熱すると環化反応が起こる。

クエン酸水溶液
サブナノサイズで均一な
細孔径のSMPS

細孔内で
蛍光体合成

1. 洗浄
2. 乾燥
3. 加熱浸漬

サブナノ化・塩添加で発光効率大幅

先行研究
(23%)

NaCl
添加

Φ＝40%

サブナノ化

図 細孔径と発光効率の関係
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 予稿集（ ）
 特許出願中

マイクロレンズに関する研究

複数 種類以上 の樹脂材料からなり、集光特性の調整も容易に対応可能な
フレキシブルマイクロレンズアレイと、その構造体の簡便な製造方法を開発しました。
直径数� の微小なレンズ径も作製可能です。

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 山岡英彦、永田晃基（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

電気電子技術グループ 宮下 惟人

特徴

機能性材料

研究員からのひとこと
レンズ部分（樹脂材料）の屈折率を変えるこ
とで、集光特性の調整にも対応可能です。
また、基板材料がフレキシブル樹脂製であり、
センサデバイスへの貼り付けや、湾曲表面への
利用も検討中です。
微細加工技術、樹脂材料技術、光学素子デ
バイス等に関心のある方は、気軽にご相談いた
だけますと幸いです。

≪応用製品候補（案）≫
・フレキシブル型レンズアレイ（集光 散光デバイス）
≪応用分野（案）≫
・表示デバイス、イメージングデバイス、光通信デバイス、等

≪機能的優位性≫
・単一材料からなるマイクロレンズアレイと比較して、広範な
光学特性の制御も可能（例、長い焦点深度を得られる）
・レンズアレイの基板がフレキシブル材料のため、湾曲も可能
≪製造上の優位性≫
・製造工程の簡略化（レンズ材料の滴下装置が不要）
・一括製造かつ大型（量産）化も可能

製のマイクロ
レンズアレイ（開発品）

製造方法 集光特性
①

②

③

④

⑤

⑥

図 フレキシブル材料によるマイクロレンズアレイの製造方法

①レンズ金型に 材料１ を滴下。②ナノインプリント法でキャビティ構造を
成形。③ 材料２ を薄層コーティング。④乾燥、エアブローによる残渣の
除去。⑤ 画像 レンズ部分 。⑥レンズアレイ全体の写真。

図 マイクロレンズアレイの集光特性

①観察系。②レンズ径φ5� のマイクロレンズアレイの光学顕微鏡画像と、
集光面における光強度プロファイル。③焦点方向の光強度分布： 本研究
で開発したレンズアレイ構造、 単一材料で成形された一般的なレンズ。

① ②

③
焦点深度：長

特許出願中
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開発した電池の特性

図 マグネシウム空気電池

非常用マグネシウム空気電池の開発

空気極構造を見直して従来のものと比較して約 ％ほど小型で軽量のマグネシ
ウム空気電池の開発に成功しました。電池容量が大きく、食塩と水を加えるだけで
発電可能なので、非常用の備蓄電池として適しています。

● 容量が大きい（単 電池 約 本分）
● 長期保存が可能（ 年以上）
● 出力であるため、さまざまな機器が使用可能

 立花直樹：“次世代電池用電極材料の高エネルギー密度、
高出力化”， 章 節 金属空気電池の貴金属を使用し
ない空気極触媒の開発， ，技術情報協会

年
 立花直樹、金井稔：日本化学会第 春期年会要旨集、

年 月

従来技術に比べての優位性

共同研究者 金井 稔（東京電業株式会社）

研究成果に関する文献・資料

先端材料開発セクター 立花 直樹

特徴

特許出願中

研究員からのひとこと
小型かつ電池容量が大きく、また、長期保存
できるため非常用（備蓄）やレジャー・へき地
用（海上・山・離島）の電源に最適です。

電池容量 約

出力電圧・電流 ・
（ ）

セル数 セル

サイズ × ×

重量 約
空気極

電解液
(食塩水)

空
気
中
の
酸
素

OH－

e－

Mg2+

Mg極

e－
スマホ充電
最大 回分

非常用電池（備蓄電池）の需要

安否確認、情報収集 ⇒ スマートフォン等の電子端末
避難の長期化⇒照明器具、扇風機等

機能性材料

今後の展開
 材料コストの安い鉄空気電池や亜鉛空気電池に展開
 病院や公共施設用の大型非常用電池（セルスタック）
への応用

 アルカリ膜形燃料電池（全個体）への展開
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とアルミニウムの接合強化に向けた
コーティング剤の開発

特許出願中

熱硬化性 にエポキシ樹脂系および無機物のフィラー入りエポキシ樹脂系
コーティング剤を塗布し、従来の接着剤を用いてアルミニウムと貼り合わせることで、
コーティング剤なしと比べ初期および長期耐久試験後の接着強度が向上する複
合材料を開発しました。

 と異種材料の接合強度向上に向けた接着が可能
 塗膜無と比べ、一次付着性：接着強度 向上、冷熱
繰り返し試験後の二次付着性：接着強度 向上

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 西川康博（都産技研）

城東支所 小野澤 明良

 航空宇宙、自動車など、あらゆる分野で高強度・軽量材料
開発への応用が可能です

 ドローンの骨格など玩具製品の開発、イヤホンなどの電化製
品などへの展開が期待できます

特徴

機能性材料

研究員からのひとこと
この技術で と異種材料の接合強度向
上に向けた接着が可能です。

と異種材料の接着技術は注目されてお
り、今後、市場規模の拡大が見込めるので興
味ある企業との共同研究を希望します。

コーティング層

接着剤が溝に入り込まない
→点接触する可能性あり

塗布することで接着剤が
面接触になる

接着剤
アルミニウム

コーティング層
接着剤
アルミニウム アルミニウム

無機フィラー分散コンボジット塗膜を
上に形成、表面にフィラーを

隆起させ、アンカー効果をもたらし、
アルミニウムとの接合強度の向上

① 表面の凹凸を、コーティング剤を塗布し平滑した後、接着剤をアルミニウムに塗布して接合します。
表面を平滑にすることで接着剤が点接触から面接触となり、接合強度の向上が図れました。

② 無機フィラーを分散させたコーティング剤を作製し、 表面に塗布することで、 表面の凹凸を
平滑性にする効果に加えて、表面に無機フィラーの粒子を突起させることで、接着剤とのアンカー効果を
生じさせ、より接合強度の向上が図れました。

炭素繊維強化プラスチック（ 、 ）は、軽量化のために
に異種材料を接合・接着し、設計の自由度を高める需要が増加しています。特にアルミニウムとの接着は、
両者の熱膨張率の違いから、冷熱衝撃に対して弱い欠点があります。そこで、 側の表面粗さに着
目し、コーティングを施すことで 表面を平滑にし、接着剤を点接触から面接触にすることで長期耐久
試験後の接着性の向上させる手法を開発しました。

低粘度 ～ ・ の
コーティング剤が十分溝に入る

②①

成型時に微細
な凹凸が生じる
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ナットを用いないねじ締結体における
締付特性評価試験方法の確立

ナットを用いないねじ締結体の締付け特性を評価する装置を開発しました。各種
締付け条件によるデータ蓄積を行い、信頼性の高い測定方法の確立を試みました。
この技術により、ねじ締付けの安全性が向上します。

 ナットを用いないねじ締結体のトルク係数、総合摩擦係数、
ねじ面摩擦係数、座面摩擦係数の計測が可能

 多点ボルト軸力計による、ボルト軸力分布の明確化
 ねじ締結体の適切な締付け管理が可能

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 新垣 翔（都産技研）

城東支所 櫻庭 健一郎

 ねじ締結体内部の応力伝播挙動の解明
 ねじ締結の信頼性向上
 最適締付けができるねじ締結工具の開発

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
この技術でねじの締付け特性評価が可能です。
今後は、ねじ締結体内部の応力分布を明確
にすることで、ねじ締付けの更なる安全性向上
に向けた開発を行います。

【本研究のターゲット】 ナットを用いないねじ締結

アイボルト キャスター

締付け特性評価試験機

多点ボルト軸力計

0.05
0.10
0.15
0.20
0.25

0.05
0.10
0.15
0.20
0.25
0.30

2 3 4 5 60.00

0.05

0.10

0.15

0.20

数
係

ク
ル

ト

締付トルク (Nm)

数
係

擦
摩

面
じ

ね
数

係
擦

摩
面

座

軸力積分値
軸力最大値

ボルトナット（参考）

トルク係数および摩擦係数の測定結果
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ねじ締結した 系合金
鋳造材の軸力緩和特性

マグネシウム合金は軽量化が求められている輸送機器分野で用途拡大が期待され
ています。本研究では、輸送機器パワートレイン部品を想定し、従来のマグネシウム
合金に を添加することで耐熱性を向上させた 系合金鋳造材を
被ねじ締結体として、 ℃の高温下での軸力緩和挙動を調べました。

 系合金鋳造材の軸力緩和特性の把握
 従来の締結設計では、軸力保持が困難な点が明らかに
なった

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 新垣 翔（都産技研）

実証試験セクター 小船 諭史

 応力緩和特性を考慮した締結条件の設計
 元素添加によるさらなる耐熱化

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
ねじの事故に関する相談やねじ締結に関する
評価方法について、お気軽にご相談ください。

実験方法
供試材として、被締結体およびねじ穴には 難燃
性マグネシウム合金鋳造材、ボルトおよび座金は鉄鋼材料
とした。各部材の寸法はねじ呼び径 、座金径ϕ 、
はめあい長さ とした。また、比較のため、被締結体お
よびねじ穴に アルミニウム合金を用いた締結体（は
め合い長さのみ に変更したもの）についても調べた。
軸力は、ボルトに埋め込んだひずみゲージによって測定した。
試験は、室温で締付け軸力 を負荷後、雰囲気温
度 ℃の環境を 時間保持し、その後に室温へ空冷
の手順で実施した。図 にねじ締結体の模式図を示す。

実験結果
図 に軸力保持試験結果を示す。 は、試験終
了までに軸力が 以上減少している。一方、 は

に満たない。 の軸力緩和の原因を調べるた
め、試験前後のねじ穴の形状をコントレーサーを用いて調べ
た結果（図 参照）、ボルト先端部に対応する箇所に変
形が集中していることが分かった。したがって、 を高
温環境に使用するには、はめ合い長さを大きくとり、 山あた
りの分担荷重を低減させることや、熱膨張係数差の小さい
ボルトを使用しなければならないことが分かった。
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金属粉末積層造形材料の
超音波疲労試験による疲労特性評価

金属粉末積層造形材料の実用化のためには疲労特性評価が必要ですが、報告
や知見が不足しています。そこで本研究では、造形材に超音波疲労試験を適用し

線図を取得しました。その結果、 ステンレス鋼の造形材の疲労強度は
引き抜き材に比べて 程度下がることがわかりました。

 積層造形材は引き抜き材に比べ疲労強度が 低下

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 松原独歩、小船諭史、倉持幸佑、福田良司、大久保 智（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

実証試験セクター 新垣 翔

 疲労特性を向上させる造形条件の調査

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
積層造形材は引き抜き材に比べ ％疲労強
度が低下することがわかりました。今後実用化
のために疲労強度を向上させる造形条件を決
定する必要があります。

 新垣：超音波疲労試験の最適試験片形状の提案，第
回 超音波による非破壊評価シンポジウム 講演論文集，
（ ）

図 試験片

図 積層造形材破断面
図 線図

○供試材： 積層造形材および引き抜き材
○試験片：図 参照
○試験方法：超音波疲労試験

・試験速度 、間欠運転条件 運転 停止
一軸疲労試験
・試験速度

○試験結果： 線図 図 参照
・積層造形材は疲労寿命のバラツキ大
・積層造形材は引き抜き材に比べ疲労強度約 ％低下
破面観察 図 参照
・内部欠陥を確認

内部欠陥

500μm
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炭素繊維と接触した金属の
初期腐食挙動

炭素繊維強化複合材料（ ）の炭素繊維は、水が存在する環境で金属と
接触すると、金属の腐食を促進する場合があります。今回、炭素繊維と接合した金
属の腐食試験を実施し、初期の腐食がどの程度促進されるかを調査しました。

今後の展開

共同研究者 小野澤明良、棚木敏幸（都産技研）

複合素材開発セクター 杉森 博和

 炭素繊維によるガルバニック腐食と周辺環境の関連性調査
 金属接合時の防食方法の検討

特徴

研究員からのひとこと
ガルバニック腐食のほか、淡水腐食、大気腐
食の相談を承っております。
多摩テクノプラザまでご連絡ください。
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SPCC

非照射面

照射面

図 キセノンアーク灯式促進耐候試験後
（ ）の 表面

図 穴あけ加工した 板の穴側面

図 作製した 電極と腐食試験

図 腐食試験結果。電極を浸漬した水溶液（ ）に溶出したアルミニウム（ ）、鉄（ ）の
量を測定。 分後に金属と を短絡した。

無抵抗電流計

CFRP 金属

HCｌ-NaCl水溶液

加工した や経年劣化した 製品は、炭素繊維が表面に露出
している場合があります。炭素繊維（黒鉛）は水溶液中での腐食電位
が高く、接合した金属の腐食を促進する危険があります。 の接合有無で、アルミニウムや鉄鋼材料の

初期腐食速度にどの程度差があるか、腐食試験
を実施して調査しました。

金属を と導通が取れ
た状態で接合した場合、
初期腐食速度が数倍から、
場合によっては 倍以上加
速されることがわかりました。
腐食電位が低いアルミニウム
などの金属を と使用す
る場合は注意が必要です。

安全・安心
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スペクトル解析に基づく
線インライン検査の高識別度化

線非破壊検査における散乱線、特性 線といった二次線の影響を半導体検出
器を用いたスペクトル解析やモンテカルロシミュレーションによって解析し、高識別度
化を図る支援を実施します。

 数値解析による透過 線スペクトル解析
 半導体検出器による透過 線スペクトル解析
 散乱線などの低減効果の予測設計、検証

 ，

（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 片岡憲昭（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

環境技術グループ 河原 大吾

 デジタルラジオグラフィにおける散乱線解析
 検針装置などの高速化
 散乱線制御による高識別度化

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
この技術で画像コントラスト改善が可能です。
Ｘ線スペクトル解析・操作技術に興味のある
企業との共同研究・事業化を募集しています。

線：

モデル図
検出器

検査物

検査物を透過した 線スペクトル
から二次線の効果を解析

（

識別度実測スペクトル解析（ 半導体検出器）

数値計算
モンテカルロ法（ ）

（応用例）インライン検査高度化など
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生卵の低エネルギー電子線を用いた殺菌処理法の開発
－卵殻表層の線量分布と生卵内部の制動 線による線量の評価－

・ 卵殻のサルモネラ菌を低エネルギー電子線で殺菌
・ 生卵全体を処理した時、内部への制動 線の線量は 以下となる
・ 殻付き卵、液卵への新しい殺菌方法として開発中

 低エネルギー電子線殺菌における均一照射技術
 可食部の吸収線量を 以下とする照射方法
 電子線を照射した時の制動 線の評価方法

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 関口正之、河原大吾（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

環境技術グループ 片岡 憲昭

 低エネルギー電子線照射技術
 放射線シミュレーションによる上流支援
 液卵の殺菌装置の開発

特徴

特許出願中

安全・安心

研究員からのひとこと
この技術で生卵や多様な形状を持つ食品の表
面を殺菌することが可能です。
放射線シミュレーションについてもご相談ください。

・卵殻へのサルモネラ菌は の照射量で厚生労働省の殺菌基準を満たします。
・一方で、食品（可食部）への照射は 以下と定められています。
電子線照射の際に 線の発生が伴うため、可食部への照射は避けられません。

治具を作成し、適切な距離・回転速度・搬送速度で処理することによって
の加速電圧で卵殻全体を均一に照射し各可食部の線量を 以下を実現することができました。

電子線 制動 線
シミュレーションによる電子線と 線の線量分布

・各加速電圧で照射した時の電子線の線量分布
・生卵内部の制動 線の線量分布を作成

電子線・制動 線を分けて描写できます。
仕様コード：

日本原子力研究開発機構

卵殻表面と内部の線量分布（実験例）
回転 搬送しながら照射

卵殻表面に上記のように
照射した時

内部 の線量は
の 以下となった

クロスミーティング
概要集

年度
技術シーズ集 フランス

No. 線量 [Gy]
1 0.0074
2 0.0090
3 0.0113
4 0.0090
5 0.0106

で卵殻周方向にはほぼ均一に 照射された
先端部では となった。照射加速電圧

模擬卵内部に配置した
線量計
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パノラマ映像からの人物動作認識手法

パノラマカメラ映像から人物の動作を認識する技術を開発しました。
本手法では、 と深層学習を利用した推定器の最適化により、広範囲に存
在する人物姿勢と位置を推定することを可能としました。

 人物の姿勢の推定（体の向き、視線方向など）
 人物位置の推定（半径 程度）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 阿部真也（都産技研）、出町和之、陳 実、有路翔太（東京大学）

研究成果に関する文献・資料

情報技術グループ 三木 大輔

 映像監視への応用
 高齢者の見守り
 消費者の購買行動の分析

特徴

特開

安全・安心

研究員からのひとこと
映像中の人物の姿勢と位置が認識可能です。
広範囲に存在する人物を認識可能であるため、
映像監視などへの応用可能性があります。

① パノラマ映像から人物の姿勢と位置の推定

② と深層学習を利用した推定器の最適化

体の向き 視線の向き 移動速度パノラマ映像

真値
推定値

パノラマ映像 確信度マップモデル 注目点検出器

人物位置の真値

人物位置の推定値

∗

距離推定器 次元座標

⋮

次元座標

⋮

人物姿勢・位置推定器の学習フロー

次元姿勢

次元姿勢モデル

次元姿勢

フィッティング

 三木 他 「パノラマ映像からの人物動作認識のための
を用いた学習手法」 年電子情報通信学

会総合大会要旨集
 三木 他，「画像補正装置、画像補正方法、注目点認
識装置、注目点認識方法及び異常検知システム」，特
開
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言葉の壁を除去した
観光案内システムの開発

言語を一切用いずに、観光スポットの検索や経路案内が可能なシステムを開発し
ました。対話型インターフェイスを採用することで、検索キーの入力の自由度が向上
しました。この技術により、言語に頼らない情報システムを実現できます。

 主要な言語を知らなくても利用できる
 言語に頼らないコミュニケーションができる

 阿部 他：情報検索システムの言語バリアフリー化，情報シ
ステム学会誌， ， ， （ ）



（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 吉次なぎ、三木大輔（都産技研）、山本佳世子（電気通信大学）

研究成果に関する文献・資料

情報技術グループ 阿部 真也

 訪日外国人向けの観光案内システム
 観光プランニングシステム
 コミュニケーション支援ツール

特徴

特開

安全・安心

研究員からのひとこと
この技術により、言語に頼らない情報システム
を実現できます。観光分野以外にも応用でき
るので、ぜひご活用ください。

の構成要素
・ピクトグラム
・アラビア数字
・空間イメージ

図 ．言語を用いないシステム 図 ．対話型の検索インターフェイス

・検索 をテーブル構成ではなく、ネットワークとして構成
・観光スポットが「ノード」、スポット間の関連性が「リンク」に相当
・「リンク」を対話的に辿り、所望の「ノード」を探索
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属性ベース暗号を利用した
安全かつ効率的な
ファイルシステムの開発

属性ベース暗号は、アクセス権限の設定が可能な暗号で、ビッグデータや 技術
での活用が期待されています。属性ベース暗号を利用して、書き込み・読み込み権
限を詳細に設定可能なファイルシステムを開発しました。

 ファイルアクセス時に、細かなアクセス制御が可能
 ファイルが流出した場合でも安全
 プライバシーの保護が可能

 年 月号

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

情報技術グループ 大平 倫宏

 クラウドストレージでのファイル共有
 動画配信サービスでの応用
 ・ データの管理

特徴

特許出願中

安全・安心

研究員からのひとこと
この技術で安全かつプライバシーに配慮したファ
イル共有が可能です。
暗号化技術に興味のある企業との共同研究・
事業化を募集しています。

属性ベース暗号は、「総務課」、「開発
部」等の属性を基に、ある属性の組み合
わせを持つ者だけが、暗号文を復号可能
となる暗号です。利用者のアクセス権限を
詳細に設定可能であるという特徴を持つ
ため、活用が見込まれています。
従来の属性ベース暗号では、ファイルの
読み込み時のアクセス制御が可能でした。
今回の研究では、ファイルの書き込み時に
も同様のアクセス制御が可能なファイルシ
ステムの開発を行いました。図の例では、
「マイナンバー」ファイルは、「総務課」の さ
んのみがアクセス可能であり、「緊急連絡
先」ファイルは、「総務課」の さんと「部
長」の さんのみがアクセス可能になってお
り、暗号レベルでアクセス制御が行えてい
ます。
クラウドストレージ等を利用した場合でも、
安全にファイル共有が行えます。

さん
総務課

さん
開発部

さん
開発部 部長

マイナンバー

設計図

緊急連絡先
一覧

暗号鍵 復号鍵

図 属性ベース暗号を用いたファイル共有システム例

クラウド
ストレージ

アクセス可能
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による次元圧縮を
用いた高速類似検索手法の提案

ニューラルネットワークの一種である を用いた次元圧縮によって類似
検索を行う技術を開発しました。本技術によって、従来の技術に対して人手を介す
ることなくデータから直接特徴量の抽出が可能になりました。

 次元圧縮によって人手を介さずにデータの特徴量を抽出で
きる

 抽出される特徴量は、従来の手法で得られるものに対して
低次元であり、計算コストの削減が可能

従来技術に比べての優位性

今後の展開

情報技術グループ 鈴木 聡

 類似検索アプリケーションへの適用

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
大量のデータを保有しており、類似検索の利
用に興味のある中小企業の方のご相談をお待
ちしております。

[11001…00110]

図 システム概要図

データベース

は入力データを圧縮し、圧縮したデータを復元するように学習を行うニューラルネットワークの一種です。
本研究では、 を学習した際に圧縮されるデータに着目し、類似検索への応用を目指しました。
本技術によって、画像を対象とした場合に、従来の局所特徴と比較して低次元な特徴量を抽出できます。
また、データのみを与えることでネットワークが自動的に特徴量を学習するため、人手での特徴設計が不要です。

提案手法
従来手法
従来手法
従来手法

図 従来の圧縮技術との 曲線
での性能比較

 類似度を応用したデータ選別やフィルタリングへの応用

入力データ 出力データ

圧縮 復元

抽出された特徴量

特徴量抽出 従来手法
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の耐電磁ノイズ性能
評価手法の提案

コモンモードノイズ（ ノイズ）に対する性能評価手法を開発しました。 ノイズ
からディファレンシャルモードノイズ（ ノイズ）への変換を考慮して誤動作の条件
と結びつけています。この技術により、 のノイズ耐性を評価可能です。

 ノイズによる誤動作の原因箇所を特定することが可能  コモンモードノイズによる誤動作発生の指標となる の波形
観測の検討 電子情報通信学会総合大会 通信講演論
文集

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 佐野宏靖（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

電子・機械グループ 佐々木 秀勝

 ノイズに対する耐性向上に利用可能

特徴

特許出願中

安全・安心

研究員からのひとこと
ノイズを直接低減するのではなく、回路内で
ノイズとして低減する指標が得られます。

の ノイズに対する性能の評価システムを構築
しています。
これを用いることで 法（

）に基づいた評価が可能です。

の載った基板に対して
（伝導イミュニティ試験）の ノイズを注入
しました。注入レベルは誤動作するまで上昇
させています。

図 で得られた結果を図 に示しています。どちらも誤動作した
ときの の 間のノイズレベルを観測しています。
誤動作レベルが共通であることを示しています。

図 法評価システム

図 の試験システム

図３ 誤動作時の への注入ノイズレベル
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平面電波吸収体の
活用法に関する検討

電子回路に用いられる基板の表面に複数の共振パターンを設けることで、 周波の
電波吸収特性を持つ構造の開発ができました。実験により、電波暗室特性の改善
に活用できることを確認しました。

 薄型（厚さ ）であり強度が高い
 特定帯域内で任意周波数の設計が可能

 小畑輝ほか:”平面電波吸収体の活用法に関する検討”,
信学ソ大

 年 月号，

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 髙橋文緒、大森 学、渡部雄太（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

電子・機械グループ 小畑 輝

 帯 測定サイトへの適用
 無線 帯域などの電波干渉抑制分野への展開

特徴

特許出願中

安全・安心

研究員からのひとこと
特定周波数に対する電波吸収が可能で、

の改善や隣接 の誤動作防止に
活用できます。

内容

・任意の周波数に対して電波吸収特性を持つように、
電磁界解析を用いて共振パターンを設計します。
・設計した 周波において吸収特性を持つこと、サイト
特性の改善が可能なことを確認しました。

実験写真

平面電波吸収体を敷設した時の 帯サイト評価の比較

0

5

1 2 3 4 5 6

S
V

S
W

R
 [d

B
]

Frequency [GHz]

：平面電波吸収体なし
：平面電波吸収体あり

規格限度値

形状の概要

帯サイト評価の構成図
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電気的適合試験向け試験デバイスの開発

都産技研の高速通信試験では、イーサネット試験向けのリファレンスとなるデバイス
の準備が不足しています。そこで本研究では、イーサネットの試験デバイスを開発し、
イーサネット試験の運用効率化を達成できました。

 イーサネット 電気的適合試験向けテストパターン出力
が可能となり、電気的適合試験の運用効率化を達成



従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

開発セクター 岡部 忠

 イーサネット以外の高速シリアル通信規格への展開
 コンプライアンステストを想定したテスト容易化設計
 中小企業のイーサネット通信機器 ネットワーク機器
開発を支援

特徴

研究員からのひとこと
この技術で、コンプライアンステストの準備が包
括的に可能です。高速シリアル通信規格のコ
ンプライアンステストに興味のある企業との共同
研究を募集しております。

情報技術グループで運用している高速シリアル
通信規格の電気的適合試験では、リファレンスと
なるデバイスを準備できていない通信規格が存
在します。そのため、試験のセットアップが不足な
くできているか確認する作業や後進の育成作業
が滞るといった問題があります。そこで本研究では、
電気的適合試験のうちイーサネット

の試験デバ
イスを開発し、先述の問題を解決して電気的適
合試験の運用効率化を図ることを目的としました。
通常の設定ではイーサネット （物理層の機
能を実装した電子回路）から各テスト項目に対
応したテストパターンが出力されることはありません。
そのため、本研究開発では 内部のレジスタを
制御して然るべきテストパターンを出力できる
（ ）を開発しました
（右上図および右下図を参照）。

図 コンプライアンステストの一例

図 コンプライアンステストの一例

安全・安心
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部分放電試験時における
課電劣化に関する検討

部分放電試験時に起こりうる課電劣化について検討しました。試験方法や試験条
件により、放電に不安定な状況が発生し試験に影響をする場合があることがわかり
ました。このような現象を測定周波数を使い分けることで、判別できる可能性がある
ことがわかりました。

 測定周波数を使い分けることにより、より詳細な評価をする
ことが可能

 部分放電試験の信頼性向上

 岡田他：部分放電検出 コロナ社， 昭和 年）
 年 月号

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

電気電子技術グループ 黒澤 大樹

 部分放電試験の高精度化
 経時劣化の評価方法への展開

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
部分放電試験では、耐電圧試験では見つけ
られない欠陥を評価することができます。
部分放電試験に興味のある企業からのご相談
をお待ちしております。

図 試験前の課電履歴の違いによる測定結果

図 試験サンプルと電極配置の例 図 放電の自己消滅のボイドモデル
はボイド、 は放電による半導電層

放
電
電
荷
量

時間（分）

サンプル サンプル
サンプル

図 異なるサンプルによる課電時間と放電電荷量の測定例

課電履歴

測定周波数を変えると の影響度が変わります。この特性を利用して の状態を評価します。

課電履歴
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図 同一サンプルによる
測定周波数の違いと測定結果
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適合と マーキング対応
計測・制御・試験所用電気機器の
製品安全の考え方と実践

計測・制御・試験所用電気機器の低電圧指令の国際規格である
を中心に解説した都産技研図書を発刊しました。規格書と合わせて読むことにより、
欧州 マーキングの自己宣言が可能です。

 今までの都産技研において実施したセミナー、 におけ
る指導内容を基に執筆

 欧州 マーキング制度において自己宣言行うための手引書
として活用可能。リスクアセスメントの手法や適合宣言書・
技術文書作成方法についても記載

 株式会社インプレス
 年 月号で紹介

本書のポイント

今後の展開

共著者 井原房雄（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

電気電子技術グループ 上野 武司

 年 月に、図書および電子図書として発刊
 都産技研のセミナーでの活用を予定

特徴

安全・安心

研究員からのひとこと
欧州 マーキング自己宣言を行うための手引
書です。海外展開のきっかけになれば幸いです。

図書の内容

第 章 マーキングの概要
第 章 欧州の マーキングに適合させるため
の手順
第 章 低電圧指令の詳細な要求を定める
整合規格の調べ方
第 章 製品安全の考え方
第 章 計測・制御・試験所用電気機器の安
全規格
第 章 電気的な安全要求
第 章 電気的以外の安全要求
第 章 電気安全性に関する試験
第 章 リスクアセスメント
第 章 適合宣言書と技術文書の作成
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ダイヤモンドの
共擦り研磨法の効率化

ダイヤモンドの共擦り研磨において、ダイヤモンドを外部から加熱冷却し、効率化す
る方法を検討しました。加熱冷却によって、従来に比べて研磨時間を約 割短縮
することが可能です。

 ダイヤモンドの共擦り研磨において、研磨時間の短縮が可能
 ダイヤモンドの共擦り研磨の低コスト化
 簡便な研磨装置構成

 平野 他：都産技研研究報告， ，
（ ）

 島田 他：工業用材料としてのダイヤモンド，材料，
， ， （ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 中村健太、藤巻研吾、玉置賢次（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

城南支所 平野 康之

 ダイヤモンド膜を被覆した塑性加工工具への適用
 ダイヤモンド膜を被覆した製品の実現
 研磨装置への展開

特徴

特許出願中

ものづくり要素技術

研究員からのひとこと
この技術で従来の共擦り研磨が効率化可能
です。ダイヤモンドの研磨に興味のある企業の
ご相談をお待ちしています。

金型等へダイヤモンド膜を被覆することが期待されています。しかし、
ダイヤモンド膜は表面粗さが粗く（図 左）、研磨を必要とします。
中小企業においてダイヤモンドの研磨は、ダイヤモンド砥粒による共
擦り法が一般的に採用されています。しかし、砥粒が摩耗し、研磨
時間が長いことが課題です。

ダイヤモンドは、加熱によって硬度が低下することが知られています。
本研究は、図 に示す構成で被研磨材を加熱、砥粒を冷却し、ダ
イヤモンドに硬度差を生じさせ、共擦り研磨を行いました。表 の研
磨条件において、被研磨材の表面粗さから加熱冷却による共擦り
研磨を評価しました。

被研磨材の表面粗さの変化を図 に示します。加熱冷却による
共擦りは、従来法よりも研磨時間を短縮可能であることが示されま
した。

図 共擦り研磨の実験装置構成
ヒータ

被研磨材
ダイヤモンド膜

ダイヤモンド砥粒
ダイヤモンドブロック

冷却水

バネ
回転

研磨速度
研磨圧力
ヒータ電力
入力冷却水温 ° 室温
冷却水量

表 共擦り研磨条件

図 ダイヤモンド膜表面（左：未研磨、右：加熱冷却による 時間研磨後）
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図 被研磨材の表面粗さの変化
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ダイヤモンド膜とステンレス鋼の
ドライ温間成形におけるトライボ特性

ステンレス鋼のドライ温間成形を可能とするため、プレス成形用金型に ダイヤモ
ンド膜をコーティングすることを検討しました。ダイヤモンド膜とステンレス鋼の高温での
トライボ特性を評価し、ドライ温間成形の可能性を示しました。

 ダイヤモンド膜 ステンレス鋼の組み合わせで高温でも低摩擦
 ダイヤモンド膜を金型に適用することで、ステンレス鋼のドライ
温間成形が可能

 塩素系潤滑油・洗浄および洗浄工程が不要となり、
環境負荷低減およびコスト削減を実現

〈ダイヤモンド膜の低摩擦発現メカニズムに関する論文〉
 橋本他：大気中およびアルゴン中における ダイヤモンド
同士の摩擦特性，表面技術， ， （ ）

 橋本他：大気中およびアルゴン中における ダイヤモンド
と高速度工具鋼の摩擦特性，表面技術， ，
（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 平野康之、中村健太、奥出裕亮（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

城南支所 玉置 賢次

 塩素系潤滑油の廃絶と環境負荷低減
 電子部品、食品用缶等の潤滑油を嫌う分野への展開
 マグネシウム合金等への応用が期待できる

特徴

ものづくり要素技術

研究員からのひとこと
この技術で環境にやさしいドライプレス加工が
可能です。
ドライプレス加工に興味のある企業のご相談を
お待ちしております。

とダイヤモンド膜の摩擦係数

・ 荷重 ： ・ ストローク：
・ 周波数 ： ・ 時間 ： 分
・ 温度 ： ℃、 ℃、 ℃
・ ボール ： 直径
・ ディスク ：ダイヤモンド膜

� 、 � 、 � 、 �

【トライボ試験】
荷重

往復動

ボール

ディスク ダイヤ膜

ボール

ディスク 超硬 ダイヤ膜
�

ダイヤ膜
�

ダイヤ膜
�

ダイヤ膜
�

℃

℃ 以上

300℃ 以上

  

従来技術 新技術
超硬 塩素系潤滑油

金型

ダイヤモンド膜 無潤滑 ドライ

金型
・ 超硬金型に塩素系潤滑油を塗布。
・ 潤滑油により摩擦の低減および凝着
の抑制。

・ 洗浄剤および洗浄工程が必要。

・ 金型表面にダイヤ膜をコーティング。
・ ダイヤ膜により摩擦の低減および凝着
の抑制。

・ 洗浄剤および洗浄工程が不要。

ダイヤモンド膜 � の摩擦係数の推移

超硬・ ℃

ダイヤ膜・ ℃

ダイヤ膜・ ℃ ダイヤ膜・ ℃

◎ ダイヤモンド膜を � まで磨くことで温間におい
ても低摩擦を示します。ドライ温間成形の可能性 大。
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弾性率変化を用いた
高効率研削砥石の開発

条件によって弾性率が変化する機能性材料を研削加工に応用し、砥石を作製し
ました。結果、加工荷重で砥石弾性率が変化し、 種類の砥石で市販ゴム砥石

～ と同等の加工結果が得られました。

 加工荷重により弾性率が変化する砥石
 弾性率が変化することで加工結果が変化
 つの砥石で の加工が可能

 鈴木悠矢：弾性率変化を用いた高効率研削砥石の検討，
年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文

集， （ ）
 鈴木悠矢：弾性率変化を用いた高効率研削砥石の開発，

年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文
集， （ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

電子・機械グループ 鈴木 悠矢

 研削能率の改善
 粒度範囲の拡大

特徴

ものづくり要素技術

研究員からのひとこと
砥石交換作業削減による加工の高効率化や、
保管砥石種類の減少による砥石の在庫管理
の簡易化が可能です。

荷重の大小で弾性率が変わる材料を
砥石の結合剤として使用しました

低荷重時は砥
石が軟らかくなり、
砥粒の切り込み
が小さくなります

被加工物被加工物

砥石
砥石

高荷重時は砥
石が硬くなり、砥
粒の切り込みが
大きくなります

 砥石の特徴  加工結果
つの砥石で ～ の加工
が可能です

砥石弾性率変化のイメージ 加工結果の比較
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天然繊維の有機導電加工と活用

天然繊維本来の柔軟性を生かした導電性テキスタイルの加工法を開発しました。
この技術を使ったスマートテキスタイル素材の活用として、指先から生体情報をモニタ
リングするウェアラブル製品を試作しました。

 添田：都産技研平成 年度技術シーズ集，
（ ）

 年 月号
 添田他：繊維学会予稿集

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 古田博一（元都産技研）

研究成果に関する文献・資料

複合素材開発セクター 添田 心

特徴

特開

ものづくり要素技術

研究員からのひとこと
開発した技術により、天然繊維と導電性高分
子を複合した柔軟な導電素材を製造できます。
スマートテキスタイルに興味をお持ちの企業の
ご相談をお待ちしています。

 スマートテキスタイルや テキスタイルなどの成長が期待さ
れる分野への展開

 天然繊維素材の柔軟性を生かし、曲面や複雑形状へ
追従する導電素材などの活用

 天然繊維の有機導電加工法を開発
 糸、紐、編物、織物などでさまざまな形態での活用が可能
 柔軟な導電性テキスタイルであることから、人体などの複雑な
曲面や凹凸への密着が可能

表 有機導電加工の特徴天然繊維の有機導電加工
導電性高分子の重合初期段階の反応
条件を制御することで、天然繊維に導電
性高分子を直接付加する加工方法を見
出しました。
バインダーなどの夾雑物を使用せずに天然
繊維と導電性高分子（ポリアニリン）を
複合した、柔軟で良好な導電性能の導
電素材を開発しました。 図 導電繊維 濃色部 を

編み込んだ手袋と指サック

図 信号解析デバイスを内蔵した試作ウェア 図 ウェア着用時の昇降連続動作による検証

ウェアラブルへの展開
柔軟な導電素材としての特徴を生かし、指先から生体情報をモニタリングできるウェアを試作しました。
開発した導電繊維を指サック状のモニタリング電極とし、ワイヤレスの信号解析デバイスをウェアに内蔵しました。

モデル図

素材
の特徴

・繊維素材本来の柔軟性
・夾雑物がなく良好な導電性

加工法
の特徴

・加工工程が水系
・加工条件により導電性能を制御

繊維表面を導電性高分子
（緑部分）で被覆

顕微鏡観察画像
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三次元デジタイザを用いた構造解析と
強度試験中の変形評価手法
に関する研究

強度試験中の試験片の変形形状測定に三次元デジタイザを適用しました。試験
の進行による変形の進行をカラーマップにより確認することができます。さらに、構造
解析と組み合わせることで、解析結果の詳細な評価が可能です。

 ひずみゲージやストローク変位では測定不能な試験体全体
の変形量評価が可能

 構造解析によるデジタルデータと実際の試験による計測デー
タの直接比較の実現

 他：
，

，
， （ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 小野澤明良、櫻庭健一郎、豊島克久、小金井誠司、村上祐一（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

城東支所 木暮 尊志

 複雑形状を有した製品強度試験の破壊部分や応力集中
部分の実測定

 三次元形状測定や偏差算出による耐久性試験評価分野
への適用

特徴

研究員からのひとこと
この技術で強度試験中の製品変形の全体評
価が可能です。
試験中の三次元形状測定技術を高めることで
より高度な構造解析が期待できます。

荷重

測定結果

解析結果

測定結果と
解析結果の
比較

図 測定結果ならびに構造解析との比較結果

図 測定状況外観

万能試験機：オートグラフ 島津製作所
三次元デジタイザ：

試験条件

強度試験概要： アルミ合金三点曲げ試験
解析条件：線形弾性解析

三点曲げ試験中の試験片の形状を三次元デジタイザにより測定し変形
過程のカラーマップによる表現を試みるとともに、取得した三次元データと構
造解析の三次元データを重ね合わせて解析の妥当性を評価しました。
弾性領域では解析結果と測定結果の変形は一致しましたが、塑性領域
では一致せず、三次元デジタイザを用いて線形弾性解析を正しく評価でき
ることが確認されました。

試験結果

研究概要

ものづくり要素技術
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プリンターでバイオリン、
その設計と製作

都産技研では、 プリンター、 スキャナー、 などを含む『 ものづく
り』関連の設備を運用して技術支援を実施しています。これらの設備と技術を連携活
用し、実際に演奏可能なバイオリンを設計・製作しました。

 主要部分がプラスチック製となるので、湿度変化による影響が
少ない

 一体成形が可能なので、比較的丈夫かつ組立工数が少ない
 素材の均一性が確保されるので、同一の品物を何度でも製作
できる

 使用者の用途や好みに応じたカスタマイズ性が高い

 ラピッドプロトタイピングシステムによる弦楽器の作製：
音講論 年

 付加製造バイオリンの設計と製作：音講論
年

 都産技研 プリンターでバイオリン、その設計と製作：
動画

 プリンターで実用物をつくれる時代に：
年 月号

従来の木製バイオリンと較べての優位性

今後の展開

共同研究者 阿保友二郎、 紋川 亮、 服部 遊、月精智子、木暮尊志、大久保 智、三浦由佳、宮入 徹、村上祐一（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

城南支所 横山 幸雄

 ものづくり技術を利活用した具体的な実施例を提示
 プリンター製カスタマイズ製品の実用化

概要

特許第 号

研究員からのひとこと
プリンターは試作用途のみならず、実用物

の製造手段への発展が期待されています。その
適用例の一つとしてご紹介します。

リバースエンジニアリング（ プリンター
（音響）

ものづくり要素技術
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表面波による純チタンの加工変質層
評価のための超音波伝搬経路の検討

純チタンの加工変質層を簡易的に、適切に評価するために、変質層内の超音波
伝搬経路について検討しました。変質層内の転位 ひずみ によって超音波が散乱・
次の高調波が発生し、加工変質層の検出・評価に利用できることがわかりました。

 現場測定に適用しやすい加工変質層厚さ評価法
 チタン以外の材料の加工変質層厚さも定量的評価の可能
性が期待できる

 加工変質層以外の表面処理層に対しても、定量的評価の
可能性が期待できる

 西村 他：第 回超音波による非破壊評価シンポジウム
講演論文集， （ ）

 西村 他：第 回超音波による非破壊評価シンポジウム
講演論文集， （ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 伊藤 清（機械技術グループ）、青沼昌幸 電子・機械グループ

研究成果に関する文献・資料

機械技術グループ 西村 信司

 精密加工中の加工変質層の評価
 表面層厚さの非破壊評価
 チタンの切削加工に関わる産業分野

特徴

研究員からのひとこと
この手法により、表面層の厚さ評価を、作業現
場などで簡易的に行うことができます。

図 探触子の配置の模式図

・加工変質層内の転位 ひずみ による散乱波 次
高調波 が発生していました。
・加工変質層厚さの増加に伴い、散乱波 次高調
波 の強度は強くなります。
・チタン以外の材料にも、加工変質層厚さの定量的
評価の可能性が期待できます。

図 使用した超音波探傷器

図 斜角探触子を用いたときの探傷波形

図４ 斜角探触子の探傷波形の周波数解析結果

ものづくり要素技術
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トポロジー最適化を利用した
キッチンカーの開発

デザインプロセスの初期の段階から構造最適化のひとつ「トポロジー最適化」をキッチ
ンカーのデザインに利用するとともに、実車を製作、そして軽量化を実現しました。実
車は衝突試験を自動車アセスメントに即して行い、良好な結果が得られました。

 意匠の基となる造形ソースをトポロジー最適化の形状から
得ることにより、今までにない斬新なデザインの実現が可能

 日本デザイン学会デザイン学研究 作品集， 号，
（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 高山英一（株式会社高山自動車）

研究成果に関する文献・資料

城東支所 上野 明也

 トポロジー最適化を活用したデザインプロセスの体系化
 より複雑な外観形状で構成される製品への活用

特徴

意匠登録第 号

ものづくり要素技術

研究員からのひとこと
強度と審美性を要求する製品、デザインの前
例がないような新製品、そしてアイデアが行き詰
まってしまった製品のデザインに活用できます。

電気自動車として公道を走行できるだけでなく、
コンパクトなボディーを活かして屋内での移動が
可能な上に、ビルの屋上や駅構内等でキッチン
として利用する際には、図 のように車体が拡
大して飲食物の調理および販売が可能なキッ
チンカーを開発した。

図1 開発されたキッチンカー

構造解析ソフトウェアを利用したトポロジー最
適化は、設計領域に荷重条件、支点、そして
必要に応じて非設計領域等を設定することに
より、それらの諸条件を満たす造形が設計領
域から取り除かれる形で図 のように最適形状
として自動生成される。この機能を利用して、
初めに本作品の仕様を満たす設計領域及び
非設計領域を 次元 で作製した後に、構
造解析ソフトウェアによるトポロジー最適化を
行った。そして解析結果で得られた最適形状を
基に外観デザイン、設計および車両製作のプロ
セスで開発を進めた。 図 最適形状

 
－48－



座標測定機により測定された
幾何偏差の信頼性検証

現在、座標測定機で測定された幾何偏差の不確かさは実用化されていません。都
産技研では、日本で唯一座標測定機を常用参照標準とした を取得しており、
座標測定機で不確かさを算出する技術を持っています。この技術は、座標測定機
で算出した幾何偏差に不確かさを推定することが可能です。

 座標測定機で幾何偏差の不確かさを推定可能 



従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 中西正一 都産技研 、佐藤 理、阿部 誠 国立研究開発法人 産業技術総合研究所

研究成果に関する文献・資料

ものづくりセクター 三浦 由佳

 で「平面度」「直径」「真球度」に不確かさをつけられる
ようになります 年度認定取得予定

 さまざまな幾何偏差に、不確かさをつけられるようになります

特徴

計量計測

研究員からのひとこと
この技術で、ゲージや球に不確かさを推定する
ことが可能です。
国内外の品質保証や海外進出に役立ちます。

ー測定結果のトレーサビリティを確保
ー製品の高い品質要求ー産業のグローバル化

測定値の不確かさを推定することが必要不可欠

不確かさを考慮した合否判定基準

座標測定機の不確かさを推定する国際規格

ー

 

円筒度 同軸度 平面度
平行度 直角度

平面度 直径 真球度

一般的な幾何偏差の測定方法 座標測定機

幾何公差指示図面 座標測定機

測
定

幾何偏差の不確かさ推定方法

分散分析

推定された不確かさを比較し、座標測定機で測定された
幾何偏差の妥当性・信頼性を検証する。

異なる手法で推定された幾何偏差の不確かさの整合性は
検証されていない。

=
−
+

:測定値 :不確かさ

≤ 1

> 1

一致 整合性あり

不一致 整合性なし

評価方法

測定
項目

産総研 都産技研
数測定値 不確かさ

μm
測定値 不確かさ

μm

平面度

同軸度

円筒度

平行度

直角度

数が 以下であることから、整合性が取れていることが分かった。

真球度
直径

平面度

① ② ③ ④・・・中心間距離

面 点距離
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都産技研における
低温域校正への取り組み

以前より要望があった低温域における校正試験範囲の拡大へ取り組みました。食
品や医薬品などの保管・輸送に伴う温度測定の信頼性向上へつながります。この
技術により、いままで都産技研で対応が出来なかった ～ ℃の低温域での校
正試験への対応が可能となりました。

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 沼尻治彦、倉持幸佑（都産技研）

実証試験セクター 佐々木 正史

 低温での温度測定の信頼性向上への応用
 食品、医薬品等の保管・輸送温度の信頼性向上
 より信頼性の高い低温測定への対応

特徴

研究員からのひとこと
低温域での温度測定の信頼性について興味
のある企業からのご依頼や技術相談や、低温
測定が必要な共同研究などに繋がれば幸いで
す。

被校正品

 都産技研で実施不可だった0℃~ ℃までの校正
試験が可能

 均熱ブロックで安定性および温度分布を向上し不確か
さを低減

均熱ブロックを使用することで直接恒温槽を用いるより安定性および
温度分布を向上させ、不確かさを低減しました。

標準用白金抵抗計を基準として、 をワーキングスタンダード
（ ）とし被校正品に値付けをする階層化した手順を確立しました。

不確かさバジェット

階層化イメージ

温度安定性 温度分布（深さ）均熱ブロック

不確かさ要因 標準不確かさ /mK
校正温度 5.83
測定のばらつき 1.30
長期安定性 5.00
安定
再現性
リニアリティ
分解能 0.58
安定性 0.14
分布（深さ） 0.12
分布（位置） 0.23
測定のばらつき 1.30
安定
再現性
リニアリティ
分解能 0.58
合成不確かさ 9.01
拡張不確かさ 19

3.00

3.00

計量計測
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電気計測器校正における品質の維持・向上
への取り組みとその活用

電気計測における高い信頼性を追求してきた結果、 オーダーの性
能を持つ標準抵抗器の温度依存性評価や回路の寄生熱起電力評価
を実現し、オーダーメード試験等で対応可能となりました。

 回路基板で使用される抵抗素子はもちろん、 オーダー
の性能を持つ標準抵抗器の温度依存性評価を実現

 測定回路上で発生する寄生熱起電力の評価を実現し、直
流電圧測定における信頼性を向上

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 佐々木正史、沼尻治彦（都産技研）

実証試験セクター 倉持 幸佑

 「精密な抵抗素子の温度依存性」の測定試験や「精密測
定回路の寄生熱起電力」の評価試験が可能に

特徴

研究員からのひとこと
電気分野の精密計測に関する依頼試験や
共同研究などのご要望をお待ちしております。

図 抵抗の温度依存性評価

図 寄生熱起電力の評価

○はじめに
都産技研では、 年度より電気区分・直流抵抗器の 登録認定を受け、 校正を依頼試験として提供
してきました。今日まで、より信頼性の高い試験を継続的に提供するため、試験に使用する装置や周辺環境による測
定への影響の評価をはじめとしたさまざまな取り組みを行ってきました。それらの中で、精密測定試験として活用可能な
取り組みを報告します。

○直流抵抗の温度依存性
周囲の温度を意図的に変化させて抵抗値を測定し、
温度依存性を評価しました（図 ）。精密な温度
制御と抵抗値測定を実現することで、 オーダー
の温度依存性評価を可能にしました。

○寄生熱起電力の影響
計測器とケーブルの接続端子に使用されている金属
材料が異なり、そこに温度勾配が生じると、寄生熱起
電力が発生します。デジタルマルチメータの端子付近に
温度勾配が発生した場合を想定して、寄生熱起電力
の評価を行いました（図 ）。 ℃足らずの温度変化
で約 μVの影響が生じることがわかり、直流電圧測定に
おける不確かさ要因の一つとして評価可能になりました。
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環境変動にロバストな自動位置復旧
のための破綻検出機能の開発

自律移動ロボットにおける自律性を向上させるため、自己位置推定の致
命的な破綻を、 とカメラを用いて検出する機能を開発しました。この
技術により人混みやレイアウト変更等の環境変動への対策が可能です。

 自己位置推定の致命的な破綻を検出可能
 カメラを用いることで、直線路などの対称性が高い環境での
破綻を検出可能

 佐々木：動的混雑環境における案内ロボットの自己位置
推定， クロスミーティング 概要集

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 佐々木智典、松本正雄（ロボット開発セクター）

研究成果に関する文献・資料

ロボット開発セクター 中村 佳雅

 案内・運搬・清掃ロボットへの適用
 自律移動ロボットの監視負担の軽減が期待できる
 破綻検出結果をもとに自動位置復旧機能の開発を行う

特徴

ロボット産業活性化事業

研究員からのひとこと
自律移動ロボットに自己位置推定の破綻検
出機能を追加できます。
この技術に興味のある方のご相談をお待ちして
おります。

シミュレータ上で各位置姿勢に対する事前尤度評価マップ
を作成、観測尤度との比較により、大きな環境変化を検出

同じ場所として認識

経路に対する時系列画像を比較し、撮影時に記録した
位置姿勢情報の差分により、自己位置推定の逸脱を検出

時系列画像比較

図 ．シミュレータ上での尤度評価

ロボットが自律移動するために必要な、静的地図を用いた自己
位置推定は、地図にない物体等の環境変化により破綻することが
あります。現状、破綻状態を検出するためには、運用時に監視す
る必要がありました。この自動化のため自己位置推定の破綻検出
機能を開発いたしました 図 。

●研究目的

事
前

観
測

地図にない
物体を追加

尤度差分を検出

図 ．時系列画像比較による破綻検出

正
常

異
常

位置復旧

破綻検出

自己位置推定

図 ．自動位置復旧システム

●破綻検出機能

・ を用いた破綻検出 図
シミュレータ上の外乱のない理想的な環境で各位置姿勢に対す
る尤度を記録しておき、外乱が含まれる実観測時の尤度を比較
することで大きな環境変化を検出します。

自己位置推定の破綻とは、真値と推定値の差分が閾値以上に
なる状態です。しかし、真値は不明なため、推定値のもっともらしさ
尤度 で破綻を検出します。

時系列画像を比較することであらゆる外乱にロバストな画像マッ
チングが可能な を利用します。 回目で移動経路上で
一定間隔に画像と位置姿勢情報を記録し、 回目以降の時系
列画像と比較し、マッチングした画像の撮影位置姿勢情報の差
分から、経路の逸脱を検出し、 のみで判別できない形状の場
所に対応します。

・カメラを用いた破綻検出 図
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痛覚耐性基準に基づく
圧力測定システムの開発

サービスロボットや協働ロボットとの接触時の圧力を計測するシステムを開発しました。
従来に比べて、応答性の向上、小型化になるよう検討を進め、人体ダミーに取り付
けて、安全性の評価ができるよう研究を行っています。

 応答性が良いΦ6 mmのひずみゲージ式小型圧力センサに
より、動的な力を計測可能

 衝突安全性試験機と人体ダミーを組み合わせ、最大 点
の圧力計測し、痛覚耐性基準に基づいて評価することが可
能



 山田、吹田、池田、杉本、三浦、中村：ヒト・ロボット共存
のための人間工学実験に基づく痛覚レベルの人体耐性値の
解明 日本機械学会論文集 巻 号

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 渡辺公一、村上真之、益田俊樹、坂下和広（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

ロボット開発セクター 森田 裕介

 産業機械、農業機械の安全性評価
 衝撃力の計測、衝撃力による変形の計測
 痛覚以外の傷害耐性値への利用

特徴

ロボット産業活性化事業

研究員からのひとこと
この測定システムで、ロボットと衝突したときの安
全性を評価することが可能です。安全性を検
討する際に、ぜひご使用ください。

圧力センサ 被衝突体
人体ダミー等

衝突体
ロボット

図１．試験系の使用イメージ

図２．接触時の圧力波形と基準値との比較例

●圧力測定システム●研究背景と構想

●システム要件
項目 仕様

圧力センサ方式 ひずみゲージ式
圧力センササイズ Φ6 mm
圧力測定範囲 まで
システムサンプリング

衝突の
リスク

サービスロボット
協働ロボット

安全性評価には、
「基準」と「試験装置」が必要

提案試験装置・・・被衝突体にセンサを取り付け、
動的な力を計測する

痛覚耐性基準・・・痛みを荷重値で表した基準

危険領域

安全領域基準値より小さい
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自律制御ロボットアームによる
ボタン押込み操作

ボタンを押す作業を対象とするロボットアームの自律制御システムを開発しました。
ロボットアームは、あらかじめ決められた動作をするのではなく、環境を計測して動
作を計画しながら作業します。

今後の展開

共同研究者 中村佳雅（都産技研）

ロボット開発セクター 佐々木 智典

 さまざまな用途に展開することを考慮して、開発したシステム
と移動ロボットの統合を検討

特徴

ロボット産業活性化事業

研究員からのひとこと
ロボットの自律化は困難ですが、実用的なシス
テムを目指して技術開発を行っています。

開発に使用したロボットアーム
（

） 深度画像の例

カメラ映像と距離センサとの組み合わせによる操作対象の探索・観測
 エレベータの操作盤を操作対象として想定し、カメラ
映像と距離センサ（深度画像カメラ）との組み合わ
せによるボタンの検出に取り組みました。ボタンを押し
込む方向を決定するため、深度画像カメラの点群
データからボタン面の幾何情報（法線ベクトル等）
を推定します。

 観測により得られた操作対象の情報（位置・法線ベクト
ル等）を基にした、手先の自律的な運動計画に取り組
みました。運動計画とは、操作対象（ボタン）への接近、
接触点・接触方向の調整、押込みといった一連の手先
の運動（位置・姿勢の系列）を、その場で得た計測
データを基にしてシステムが計算することです。

 ロボットアームと操作対象との接触の力制御を
高精度に行うには、高コストのトルクセンサ・力
センサが求められますが、本研究開発では操作
の内容を限定し、低コストの接触センサと位
置・角度制御の組み合わせによる接触・押込
み認識・制御に取り組みました。

観測に基づく自律的な運動計画

簡易的な接触センサを活用した接触・押込み認識・制御

可視光 深度画像カメラ
（

）と手先の一部

接触センサ
（タッチエンス（株）

）

制御器 マニピュレータ

触覚
センサ

環境
（エレベータ）

深度画像
センサ

, ̇ , ̈ ∈ (3)

∈ ℝ ×

∈ ℝ

手先位置・姿勢

可視光画像
センサ

∈ ℝ × ×

深度画像

可視光画像

接触力

操作対象の
ボタン

システムの構成

従来技術に比べての優位性
 力制御の代替手段として接触センサと位置・角度制御の
組み合わせによりボタン押込みを低コストで実現可能
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多言語案内ロボット向け
音声言語識別の実現

入力された音声が何語なのかを識別する技術を開発しました。ディープ
ラーニングを使うことで識別率 以上を得ました。対応言語であれば、
言語を選択することなく話しかけるだけで会話が始められます。

 明示的な言語切替操作を行うことなく、話し掛けるだけで
何語であるかを識別可能

 秒と 秒の音声に対する最大識別率は 以上
（図 ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 武田有志（都産技研）

ロボット開発セクター 鈴木 薫

 多言語音声対話システムのフロントエンド（図 ）
 多言語案内ロボットでの活用（図 ）
 識別器の言語識別以外への応用（転移学習）

特徴

ロボット産業活性化事業

研究員からのひとこと
この技術を使用すると日本語や英語等の各言
語の音声に適した処理を自動的に行うことが
可能になります。ご興味のある方はお気軽にご
相談ください。

図 ．言語識別処理の流れ

一定長さの音声データから特徴量を抽出し、ディープニューラルネットワークで識別（図 ）
音声から言語の種類を識別することで、それぞれの言語に適した処理を自動的に選択・実行可能
日英中韓の 言語を識別可能

図 ．学習の進行に伴う識別率の推移（ 秒と 秒の比較）

図 ．多言語音声対話システム（ロボット）

図 ．適用対象となる多言語案内ロボット（ ）

どちらも最大で ％以上の識別率を達成しているが、
音声データは長い方が識別には有利

 
－55－



移動案内ロボット の
ハードウェア改良とその評価

サービスロボットの安全規格 に適合する移動案内ロボット を
開発しています。第三者認証機関を活用して、 の開発文書および実機を厳
正に評価してもらうため、 の技術移転先企業は速やかに製品化ができます。

 サービスロボットの安全規格への適合性
 豊富な自己診断機能による高信頼性

 ：生活支援ロボットの安全要求事項―
第 部：マニピュレータを備えない静的安定移動作業型
ロボット（ ）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 森田裕介、渡辺公一、小林祐介、益田俊樹（都産技研）

研究成果に関する文献・資料

ロボット開発セクター 村上 真之

 型ロボットベースの適合性評価（現在実施中）
 の適合性評価（ 年 月～）
 国際ロボット展（ 年 月）で最新機を公開

特徴

ロボット産業活性化事業

研究員からのひとこと
の技術移転時には、リスクアセスメント、

設計、評価、製造に関するさまざまなノウハウを
ご提供し、丁寧に技術支援を行います。

●目的
都産技研が「安全性」と「品質」を確保した移動案内ロボット を
先行開発して、サービスロボット分野に参入したい企業に のノウハウを
引き継ぎ、製品化していただくことで、ロボット産業の活性化に貢献します。
本研究では、現行の 試作機（図 ）を改良し、認証機関に委託する
適合性評価試験用の最終試作機を開発します。

図 ：現行の 試作機

都産技研シーズの
「 型ロボットベース」

図 ：超音波センサの
放射エミッション測定

●最終試作機に向けた改良
① 安全性と品質の向上（適合性評価試験をクリアできる部品選定）
・部品レベルでの消費電力（図 ）、 （図 ）、耐環境評価

② 低価格化（ユーザ企業が購入可能な価格帯、目標製造原価 万円）
・ロボット生産台数に見合った外装の素材と製造法の選定
・移動案内向けに最適化した 型ロボットベースの制御基板の開発（図 ）

③ バッテリ交換間隔の向上（目標交換間隔 時間）
・ロボットの重量のリスクを低減した上でのバッテリ 台搭載による運用
・低消費電力回路設計

図 ：レーザレンジセンサの
電源効率の評価

図 ： 型ロボットベースの
新しい制御基板

（面積 × ）
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大型ロボットベース「トーラス」の開発と
警備ロボット「ペルセウスボット」への応用

の重量物を搭載可能で、その場旋回が可能な 輪の駆動体の「トーラス」を
開発しました。その応用として、共同研究にて、駅での警備ロボット「ペルセウスボッ
ト」に対して技術移転を行い、倒されにくいロボットを実現しました。

 の重量物を積載可
 凸凹道や の段差、 度の傾斜を乗り越え可
 防塵防水を備えた屋外用ロボットベース
 倒されにくい警備ロボットを実現

 益田他：都産技研研究報告， ， （ ）
 益田他：屋外用ロボットベース「 」の研究開発
ロボティクスメカトロニクス講演会

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 アースアイズ株式会社、日本ユニシス株式会社、西武鉄道株式会社

研究成果に関する文献・資料

ロボット開発セクター 益田 俊樹

 物流倉庫におけるピッキング作業
 工場における自律移動用
 鉄道施設における警備ロボット

特徴

特願

ロボット産業活性化事業

研究員からのひとこと
このロボットを使用すると屋外の不整地の走行
やその場の旋回が可能で倒されにくい 輪の駆
動体を実現可能です。興味のある企業との共
同研究・事業化をお待ちしております。

警備ロボットの概要

西武新宿駅での
実証実験模様

大型ロボットベース「 」

・ 輪構造の設計ノウハウ、設計図面

・転倒リスクの検討

シミュレーション、実機による実験評価

屋外実験

警備ロボット
「 」

警備ロボットへの応用

>
2

, >
2

人に倒される力と高さ、
横幅、奥行きの関係式とグラフ

高さ

耐
え
られ
る
力

横幅
奥行

ロボットの高さ の時、
横方向からは、
奥行方向からは、
※人の片手の力を と仮定
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知的財産の利用方法と特許一覧(抜粋) 

～特許をご利用ください～ 

以下に掲載した特許等は、都産技研の研究員が発明し、特許権等を取得したものから一部抜粋し

たものです。これらを活用して新製品の開発や研究開発期間の短縮に是非ご活用ください。 

ご興味のある方は、まずはご相談ください。これらの特許等がご希望の目的に利用できるかなどの

ご相談を承ります。なお、使用される場合は、一定の実施料（使用料）をお支払いいただきます。 

都産技研が取得している特許権等一覧や事例は、  

https://www.iri-tokyo.jp/site/jigyou/chizai-katsuyo.html をご覧ください。 

 

特許等のご利用に関するお問い合わせ先 開発企画室 ☎03-5530-2528 

 

保有する登録済み知的財産権 

(1) 国内登録特許 

登録番号 
(出願番号) 

名   称 
登録年月日 
(出願日) 

内    容 

第 3993784 号 

(2002-106827) 

多次元座標測定機の性能評価方
法、多次元座標測定機の校正用
ゲージ及び校正用ゲージの治具 

2007. 7.24 

(2002. 4. 9) 

反転法を利用して被測定物を多次元で測定するため､三次
元座標測定機において､スケール誤差、真直度､および直角
度を容易に評価するための方法および校正用ゲージ 

第 4222515 号 
(2004-314637) 

ダイヤモンドの研磨方法と装置 
2008.11.28 

(2004. 1.22) 
超音波で振動しているステンレス工具をダイヤモンドの表
面に押しあてることにより、ダイヤモンドを研磨する方法 

第 4233222 号 
(2001-008685) 

着色ガラスの製造方法 
2008.12.19 

(2001. 1.17) 

一般的なソーダ石灰ガラスの原料に、重量割合で 2～50％
の三宅島火山灰を配合することにより、清澄剤を使わなく

てもガラス中に気泡が残留せず、また、着色剤を使用する
ことなく美しい青色に発色する高品質の着色ガラスが製造
できる 

第 4740439 号 
(2000-008551) 

塗装用ブラシ 
2011. 5.13 

(2000. 1.18) 

ブラシ本来の機能を失うことなく毛束部の含浸保水能力を
著しく向上させ、従来不可能であった低粘度塗料の塗布を

可能にしたブラシ 

第 4776212 号 
(2004-340549) 

マルチ X 線の発生方法及びその
装置 

2011. 7. 8 
(2004.11.25) 

1 種類以上の金属元素から成るフィルターを用いて、X 線

発生装置から出る連続 X 線を単色 X 線または 2 本以上のマ
ルチ X 線にする方法および装置 

第 4827657 号 

(2006-222746) 

排ガス中のハロゲン化合物及び硫
黄酸化物の分析方法と、排ガス中
のハロゲン化合物及び硫黄酸化物

の分析用前処理装置と、排ガス中
のハロゲン化合物及び硫黄酸化物
の分析用前処理キット 

2011. 9.22 

(2006. 8.17) 

排ガス中のハロゲン化合物と硫黄酸化物を分析するための
前処理装置と前処理キットを提供することにより、排ガス

中のこれらの成分を簡便、迅速、安価に測定することがで
きる 

第 4828159 号 

(2005-153290) 
赤外線追尾装置 

2011. 9.22 

(2005. 5.26) 

パソコンや携帯電話に使われている赤外線通信技術を活用
し、通信信号に新たに提案する振幅変調信号を付加するこ

とで、通信可能範囲や距離を感知し、信号発生方向に自動
追尾する装置 

第 4832785 号 

(2005-114097) 

表面改質された超高分子量ポリ
エチレン製成形品、およびその
製造方法 

2011. 9.30 

(2005. 5.26) 

人工関節などに用いられる超高分子量ポリエチレンの低ポ

リエチレンの低摩擦化、耐磨耗性の向上を目的とする 

第 4847931 号 
(2007-211714) 

揮発性有機物除去装置及び揮発
性有機物検出方法 

2011.10.21 
(2007. 8.15) 

ポリマーが VOC を吸収することで溶解し、その物性値が変
化することを利用した VOC センサー等を組み込んだ揮発性

有機物の除去装置およびその検出方法 

第 4851432 号 
(2007-320334) 

揮発性有機物回収処理装置及び

これを有する揮発性有機物回収
処理システム 

2011.10.28 
(2007.12.12) 

多孔質吸着剤が持つ VOC 吸着処理能力の高さと、揮発性有

機物吸収材の持つ高い VOC 吸収能力を複合するという技術
を用いた有用な揮発性有機物回収処理装置 

第 4920007 号 

(2008-129932) 

ガラス発泡体の製造方法、ガラ
ス発泡体及びガラス発泡体の再
生方法 

2012. 2.10 

(2008. 5.16) 

排水中のリン酸を回収し、リン酸肥料として再資源化する
のに適した高いリン酸吸着能を有し、かつリン酸の再解離
が容易なガラス発泡体の製造方法 



 

 

登録番号 
(出願番号) 

名   称 
登録年月日 
(出願日) 

内    容 

第 4940464 号 

(2005-271060) 
ネットワーク機器試験装置 

2012. 3. 9 

(2005. 9.16) 

通信メディアチップを直接 FPGA の回路により制御するこ
とにより、高速な試験を行う。ハッシュ関数をパケットの

一部検出に用いることで高速なフィルタリング試験を実現
する 

第 5022207 号 
(2007-326851) 

多層編地および多層編地の編成
方法 

2012. 6.22 
(2007.12.19) 

5 層編地や 7 層編地など、3 層より多くの層を有する多層
編地 

第 5055617 号 
(2007-139787) 

分注装置 
2012. 8.10 

(2007. 5.25) 
従来の分注装置の高さを低くした、小型の分注装置 

第 5083768 号 
(2008-008191) 

バイオセンサシステム 
2012. 9.14 

(2008. 1.17) 

溶存酸素の影響を受けずに、NAD＋または NADP＋を補酵素と
する脱水素酵素の基質を正確に定量することができ、安価
に製造することができ、かつ携帯性に優れた、バイオセン

サシステム 

第 5105957 号 

(2007-146932) 

自動車燃料中の植物由来エタノ

ール混合量の測定法 

2012.10.12 

(2007. 6. 1) 

植物由来のエタノールを含む炭化水素系自動車燃料中のバ

イオエタノールの正確で簡便な測定法 

第 5107571 号 

(2006-354819) 
LED 制御方法 

2012.10.12 

(2006.12.28) 
多数の多色 LED を均一に同時点灯可能な LED 制御回路 

第 5135022 号 

(2008-081958) 

揮発性有機物分解菌用担持体及

び汚染土壌の浄化方法 

2012.11.16 

(2008. 3.26) 

特定の高分子吸収材の持つ高い揮発性有機物吸収能力を活

用し、原位置処理で、揮発性有機物を効率的に分解するこ
とを可能とする揮発性有機物分解菌用担持体、および、該
揮発性有機物分解菌用担持体を利用した汚染土壌の浄化方

法 

第 5135341 号 
(2009-520544) 

燃料用電池用セパレータプレー

トの製造方法及びそれを利用し
た燃料電池 

2012.11.16 
(2007. 6.27) 

燃料電池用セパレータプレートの製造方法およびそれを利

用した燃料電池。さらに詳しくは、低温駆動電源を必要と
する自動車用、家庭用、携帯電子機器等の固体高分子型燃
料電池用セパレータプレートの製造方法、前記製造方法に

よって得られるセパレータプレート、および前記セパレー
タプレートを用いた燃料電池 

第 5137768 号 

(2008-253593) 

断面形態制御繊維およびその製

造方法 

2012.11.22 

(2008. 9.30) 

減量加工用繊維、異形断面繊維、極細繊維等の断面形態を
制御されたポリエチレンテレフタレート繊維およびその製
造方法 

第 5140519 号 
(2008-212839) 

はんだの組成分析方法 
2012.11.22 

(2008. 8.21) 
鉛フリーはんだに含まれる全合金構成元素と不純物元素と
を同時に分析する方法 

第 5147633 号 
(2008-263687) 

フッ素アパタイトの製造方法 
2012.12. 7 

(2008.10.10) 
高い活性の可視光応答型光触媒が得られるように、ヒドロ
キシアパタイト粉体からふっ素アパタイトを製造する 

第 5175584 号 

(2008-064141) 

局所表面プラズモン共鳴イメー

ジング装置 

2013. 1.11 

(2008. 3.13) 

金ナノパターン基板上で発生する局所表面プラズモン共鳴
（LSPR）を利用して、DNA およびタンパク質などの多検体

試料を基板上に配置し、蛍光などのタンパク質標識を行う
ことなく検出する LSPR イメージング装置 

第 5177472 号 
(2006-274408) 

カット面を着色したダイヤモン
ド粒子の製造方法、およびカッ
ト面に文様を描画したダイヤモ

ンド粒子の製造方法 

2013. 1.18 
(2006.10. 5) 

低価格の天然ダイヤモンドを着色する方法であり、短時間

に処理でき、照射後の熱処理を必要としないカラーダイヤ
モンド製造方法 

第 5183301 号 
(2008-139659) 

成形型およびその製造方法 
2013. 1.25 

(2008. 5.28) 

ガラス状炭素部材を用いた、離型性が高く、しかも凹凸部

のアスペクト比が大きい場合に適した成形型およびその製
造方法 

第 5183328 号 

(2008-174673) 
編成体及びその製造方法 

2013. 1.25 

(2008. 7. 3) 

無機繊維と収縮繊維との交撚糸から編成されたものを用
い、収縮繊維を収縮させたことにより無機繊維が不規則に
変形した状態で編成されていることを特徴とする編成体 

第 5203603 号 
(2006-355457) 

親水性熱可塑性共重合体 
2013. 3. 5 

(2006.12.28) 
芳香族ビニルジエン共重合体の二重結合部分のみにカルボ
キシル基を付加して、親水性の高分子材料を得る方法 

第 5231294 号 
(2009-055710) 

揮発性有機化合物吸着材とその
製造方法 

2013. 3.29 
(2009. 3. 9) 

廃木材を原料とするバイオエタノール製造で排出されるリ
グニン残渣を VOC 吸着材に転換する技術 

第 5242289 号 
(2008-207817) 

揮発性有機物吸収材及びその製
造方法 

2013. 4.12 
(2007. 8.15) 

取り扱いが簡便で、VOC の吸収能が高く、さらに活性炭や
メソポーラスシリカ等といった従来の VOC 吸着材よりも

VOC の吸収能が極めて高い吸収材であるため、吸収材の交
換や再生を頻繁に行う必要のない揮発性有機物吸収材およ
びその製造方法 

第 5243222 号 
(2008-322621) 

粉体分離装置、粉体分離システ
ム、及び粉体分離方法 

2013. 4.12 
(2008.12.18) 

異種の粉体の混合物を好適に分離可能な粉体分離装置、粉
体分離方法、および、これを用いた粉体分離システム 

第 5268050 号 

(2008-010369) 

カーボンナノチューブ含有樹脂
組成物、硬化物、成形体及びカ

ーボンナノチューブ含有樹脂組成
物の製造方法 

2013. 5.17 

(2008. 1.21) 

機械強度（曲げ強度、曲げ弾性率）や導電性（特に均一
性）に優れたカーボンナノチューブ含有樹脂組成物、硬化

物、成形体およびカーボンナノチューブ含有樹脂組成物の
製造方法 
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(出願日) 
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第 5281926 号 
(2009-046676) 

揮発性有機化合物吸着剤とその
製造方法、並びに樹皮又はその

成型体の利用方法 

2013. 5.31 
(2008. 2.28) 

樹皮またはその成型体を有効利用できる、揮発性有機化合
物吸着材とその製造方法、ならびに樹皮またはその成型体

の利用方法 

第 5301140 号 
(2007-286805) 

ガラス状炭素材からなる微細成

形型材料とその製造方法ならび
にそれを用いた微細成形型 

2013. 6.28 
(2007.11. 2) 

凹凸部の寸法を数 nm～数百μm 程度とする微細な成形が行

われた微細成形型の材料とその製造方法ならびにそれを用
いた微細成形型 

第 5309354 号 
(2006-052500) 

高速パターンマッチング装置の
探索方法 

2013. 7.12 
(2006. 2.28) 

バイナリデータのパターンマッチングを高速に行う高速パ
ターンマッチング装置の探索方法 

第 5350866 号 

(2009-096262) 
皮革または革製品 

2013. 8.30 

(2009. 4.10) 

皮革および革製品の表面に付着した主に環境由来のかび胞
子の発芽を抑制し、かびの発生を防止もしくは低減化でき
る皮革または革製品 

第 5367341 号 
(2008-283986) 

アルミニウム合金鋳物およびア
ルミニウム合金鋳物の製造方法 

2013. 9.20 
(2008.11. 5) 

Al-Si(Al-Si-Mg)系合金と Al-Mg 系合金を複合化したアル
ミニウム合金鋳物およびこの製造方法 

第 5378024 号 
(2009-075049) 

揮発性有機物吸収材 
2013.10. 4 

(2009. 3.25) 

揮発性有機物の吸収能（吸収量および吸収速度）が高く、
また、熱処理により脱着が簡単にできるため吸収した揮発

性有機物の処理が容易な揮発性有機物吸収材 

第 5394132 号 
(2009-134259) 

揮発性有機化合物の浄化装置及
びその浄化方法 

2013.10.25 
(2009. 6. 3) 

小型で設置が容易な、揮発性有機化合物に汚染された大

気、土壌からその汚染化合物を吸着剤で除去して光触媒で
分解する揮発性有機化合物の浄化装置、およびその浄化方
法 

第 5399034 号 
(2008-246074) 

微細成形型および微細成形型用
基材並びに微細成形型の製造方

法 

2013.11. 1 
(2007. 9.28) 

コート材や潤滑材を塗布することなく離型性を高めた微細
成形型および微細成形型用基材ならびに微細成形型の製造

方法 

第 5404465 号 

(2010-031649) 
ポリアニリン半導体材料 

2013.11. 8 

(2010. 2.16) 

化学的操作では必要であった廃液の処理などが不要なポリ

アニリン半導体材料 

第 5413939 号 
(2007-198213) 

タンパク質自動合成精製方法及
び装置 

2013.11.22 
(2007. 7.30) 

ディスク内に微細流路および反応室等を形成して内部でタ

ンパク質を自動合成し、精製したタンパク質を供給可能と
するディスクを用いたタンパク質自動合成精製装置 

第 5425689 号 
(2010-081190) 

ネズミ誘引方法および装置、並
びにネズミ捕獲装置 

2013.12. 6 
(2010. 3.31) 

複数の音節からなるユニットが複数回繰り返される周波数
特性を有する超音波を用いることによって、優れた誘因効
果を得ることができ、ネズミを効率よく捕獲することがで

きるネズミ誘引方法等 

第 5435911 号 
(2008-218293) 

除放性製剤とその製造方法 
2013.12.20 

(2008. 8.27) 

短期間で気化しやすい常温揮発性薬剤成分を緩やかに放出

することができ、廃棄物量が少なく、薬剤成分の効果の消
失を容易に判別することができ、人体への安全性も高い徐
放性製剤とその製造方法 

第 5439155 号 
(2009-286011) 

歯間清掃具及びその製造方法 
2013.12.20 

(2009.12.17) 
歯の表面に付着している歯垢等の汚れを除去するための歯
間清掃具およびその製造方法 

第 5441485 号 
(2009-106510) 

揮発性有機物処理装置及び揮発
性有機物処理方法 

2013.12.27 
(2009. 4.24) 

VOC の触媒分解処理を静的環境で行うことができ、触媒活
性の低下が抑制される揮発性有機物処理装置および VOC 処理

方法 

第 5448549 号 
(2009-106520) 

光イオン化検出器及び光イオン
化検出方法 

2014. 1.10 
(2009. 4.24) 

金属電極に交流電圧または交流電流を印加することで、汚

染物質の存在下でも VOC 濃度の測定が可能な光イオン化検
出器等 

第 5460113 号 
(2009-105359) 

局在表面プラズモン共鳴測定基

板及び局在表面プラズモン共鳴
センサ 

2014. 1.24 
(2009. 4.23) 

VOC 等の検出対象物を捕捉するために多孔質吸着材を備え
ているため、表面へのガス分子吸着による物性変化が大き
く、極めて高感度なガス検出が可能な、局在表面プラズモ

ン共鳴現象を利用した化学センサ 

第 5486790 号 
(2008-263686) 

多孔質アパタイトおよびその製
造方法 

2014. 2.28 
(2008.10.10) 

天然骨等の廃棄物を原料とした、大きな比表面積のアパタ

イト微粒子を有する多孔質アパタイトであり、吸着剤とし
て用いることが可能 

第 5511523 号 
(2010-129014) 

二脚型移動装置 
2014. 4. 4 

(2010. 6. 4) 
人間が暮らす住環境に存在する障害物をスムースに跨ぎ越
すことのできる二脚型移動装置 

第 5548144 号 
(2011-016517) 

表示装置 
2014. 5.23 

(2011. 1.28) 
液晶ディスプレイに比べ目の疲労が少なく、製造コストを
抑えることができるという優れた効果を有する表示装置 

第 5560065 号 

(2010-047994) 
防護服 

2014. 6.13 

(2010. 3. 4) 

フード部を有する上衣とズボンとが一体に形成されたツナ
ギ型の防護服であり、脇下近辺に開閉部があるため、脱衣
しやすく、製造が容易で十分な防護性を確保できる 

第 5564680 号 

(2009-170391) 

ガラス発泡体、ガラス発泡体を
含むリン酸吸着剤、ガラス発泡

体を含む植物育成用培地及びガ
ラス発泡体の製造方法 

2014. 6.27 

(2009. 7.21) 

排水中のリン酸を回収するのに適した高いリン酸吸着能を
有し、かつ排水処理に使用後のガラス発泡体の植物栽培へ

の利用を容易にするため、植物に利用可能な水を保持でき
るガラス発泡体 
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第 5647669 号 

(2012-503249) 
多孔質シリカの製造方法 

2014.11.14 

(2011. 3. 3) 

種々の形状に成型容易であり、透明性に優れ、ナノ粒子化
が可能であり、かつ炭素数が 7 以下のカチオン性界面活性

剤を使用しても高効率で得ることができる多孔質シリカの
製造方法 

第 5647836 号 
(2010-198628) 

導電紙及びその製造方法 
2014.11.14 

(2010. 9. 6) 
無電解金属めっきにより金属で被覆された木材パルプを含
む導電紙およびその製造方法 

第 5650916 号 
(2010-047999) 

防護服 
2014.11.21 

(2010. 3. 4) 

フード部を有する上衣とズボンとが一体に形成されたツナ
ギ型の防護服であり、一端の袖部から頭部近辺を跨ぎ、他
端の袖部にかけて開閉部があるため、防護服の脱衣が容易

で、短時間で迅速に脱衣できる 

第 5660831 号 
(2010-219707) 

アルミニウム合金の材質判定方
法 

2014.12.12 
(2010. 9.29) 

アルミニウム合金のリサイクルにおいてアルミニウム合金

のグループ分けを行う場合に適用して好適なアルミニウム
合金の材質判定方法 

第 5660918 号 
(2011-026993) 

情報処理装置、コンピュータプ
ログラム、および情報処理方法 

2014.12.12 
(2011. 2.10) 

三次元図形を構成する複数の頂点に対応する複数の頂点デ
ータを有する三次元図形データに対する電子透かしなどの
付加情報の埋め込みにおいて、データの改ざんが検出され

やすくなるようにする情報処理装置、コンピュータープロ
グラム、および情報処理方法 

第 5667431 号 

(2010-287832) 

三次元座標測定機簡易検査用ゲ

ージ 

2014.12.19 

(2010.12.24) 

三次元座標測定機の寸法検査を短時間に簡便に行うことが
でき、マルチスタイラスの検査も実施可能な三次元座標測
定機簡易検査用ゲージ 

第 5690244 号 
(2011-179367) 

はんだの組成分析方法 
2015. 2. 6 

(2011. 8.19) 
鉛フリーはんだに含まれる各種元素を分析する方法 

第 5697309 号 
(2009-053490) 

局在プラズモン共鳴センサの製
造方法 

2015. 2.20 
(2009. 3. 6) 

局在表面プラズモン共鳴現象を応用した化学センサの性能
向上に関し、センサ性能低下の要因となっていた導電・密

着層を熱処理により誘電体化することが特徴 

第 5697852 号 

(2009-073154) 
揮発性有機物回収システム 

2015. 2.20 

(2009. 3.25) 

VOC を効率的に液化して回収することができる揮発性有機

物回収システム 

第 5698034 号 
(2011-045449) 

加熱補助器具及び加熱装置並び

に化学的酸素消費量の測定方法
及び加熱方法 

2015. 2.20 
(2011. 3. 2) 

マイクロ波によって複数の試料を簡易かつ迅速に加熱する

ことができるとともに、試料間の加熱むらを小さくするこ
とができる加熱補助器具、加熱装置および加熱方法、なら
びに、複数の試料水について簡易かつ迅速に加熱すること

ができるとともに、試料間の測定精度のばらつきを小さく
することができる化学的酸素消費量の測定方法 

第 5706069 号 
(2009-024032) 

ダイヤモンド研磨装置及びダイ
ヤモンド研磨方法 

2015. 3. 6 
(2009. 2. 4) 

被研磨物にコーティングされたダイヤモンドを研磨する装
置および方法 

第 5739125 号 
(2010-201507) 

人工骨部材 
2015. 5. 1 

(2009. 9.10) 
自家骨との接合強度を高くして自家骨との強固な接合を発
現維持させて、しかも汎用性の高い人工骨部材 

第 5753568 号 
(2013-240142) 

局在プラズモン共鳴センサ及び
その製造方法 

2015. 5.29 
(2009. 3. 6) 

金属微細構造を持つ局在プラズモン共鳴センサの製造方法
であって、誘電体基板と金属微細構造の間に設けた導電層
または密着層を誘電体化する、局在プラズモン共鳴センサ

製造方法 

第 5762151 号 

(2011-126795) 

数値データの圧縮システム及び

方法 

2015. 6.19 

(2011. 6. 6) 

主にコンピューターによる科学技術計算や表計算のソフト

ウェアで一般的に採用されている浮動小数点形式の数値デ
ータの処理に関し、連続して入力される数値入力データを
効率的に圧縮および伸長するためのシステム、方法および

その装置 

第 5767076 号 

(2011-227936) 
熱型加速度センサー 

2015. 6.26 

(2011.10.17) 

加速度センサーに関し、三軸方向の加速度を同時に測定可

能な熱型加速度センサー 

第 5775326 号 
(2011-041203) 

LED 点灯回路 
2015. 7.10 

(2011. 2.28) 

照明器具、照明装置関連技術分野における省エネルギー型

で、比較的大きな動作電流を持つ LED（発光ダイオード）
の点灯回路 

第 5779038 号 
(2011-175078) 

揮発性有機物検出器及び揮発性
有機物検出方法 

2015. 7.17 
(2011. 8.10) 

被測定対象に含まれる VOC を検出する VOC 検出器および
VOC 検出方法、特に、VOC をイオン化させ、拡散定数の大
きさを判別することで、被測定対象に含まれる VOC の種別

を特定することが可能な VOC 検出器および VOC 検出方法 

第 5818619 号 
(2011-220890) 

スラリー状触媒液の付着装置 
2015.10. 9 

(2011.10. 5) 

有害ガスを浄化するためのハニカム構造の触媒担持担体の

製造において、担体にスラリー状触媒液を遠心力を利用し
て均一に付着させる技術 

第 5827735 号 
(2014-198975) 

多孔質シリカの製造方法 
2015.10.23 

(2010. 3. 4) 

種々の形状に成型容易であり、透明性に優れ、ナノ粒子化
が可能である多孔質シリカを、炭素数が 7 以下のカチオン
性界面活性剤を使用しても高効率で得ることができる多孔

質シリカの製造方法 

第 5840054 号 
(2012-74775) 

複合材料、培養容器及び細胞培
養器用仕切り部材 

2015.11.20 
(2012. 3.28) 

細胞を通過させずに培養液成分などの物質を通過可能であ

るとともに、細胞の観察に適した透明性をも有するコラー
ゲンゲル膜およびこれを用いた培養容器 



 

 

登録番号 
(出願番号) 

名   称 
登録年月日 
(出願日) 

内    容 

第 5861231 号 
(2011-138440) 

絹繊維品のプリーツ加工方法及
び絹繊維品のプリーツ加工品 

2016. 1. 8 
(2011. 6.22) 

絹繊維品のプリーツ加工に非常に有効であり、絹繊維品本
来の特性を損なうことなく、プリーツの保持性にも優れる

という効果を有する、プリーツ加工方法 

第 5875761 号 
(2010-280036) 

コラーゲン線維ゲルおよびその
用途 

2016. 1.29 
(2010.12.16) 

コラーゲン線維を架橋してなり、接着・増殖した細胞の牽

引力によって収縮しない硬さを持つコラーゲン線維ゲル、
およびそのコラーゲン線維ゲルを用いた動物移植用培養基
材 

第 5876311 号 
(2012-15800) 

吸音率測定装置、吸音率測定方
法および吸音率測定プログラム 

2016. 1.29 
(2012. 1.27) 

試料の吸音率を測定する吸音率測定装置、吸音率測定方法
および吸音率測定プログラム 

第 5901156 号 
(2011-144300) 

無機有機複合粒子及びその製造
方法 

2016. 3.18 
(2011. 6.29) 

水難溶解性有機化合物を無機多孔質の細孔内に含有し、
種々の分野で利用することができるナノレベルサイズの無

機有機複合粒子およびその製造方法 

第 5917139 号 
(2011-287408) 

ダイヤモンド膜の研磨方法およ
び装置 

2016. 4.15 
(2011.12.28) 

ダイヤモンド膜表面の平滑化による発熱量の低下を伴う研

磨速度の減速を抑制できるダイヤモンド膜の研磨方法および
装置 

第 5917108 号 
(2011-260878) 

電解セル 
2016. 4.15 

(2011.11.29) 

電解膜を用いて水を電気分解する電解セル、例えば重水、
トリチウム水等の試料水中の純水を固体高分子電解質
（Solid Polymer Electrolyte）から成る電解膜を用いて

電解し減容して該試料水を濃縮する電解セル 

第 5989334 号 
(2011-283724) 

造粒体、造粒体の製造方法、水

質浄化装置、リン酸肥料、及
び、土壌改良資材 

2016. 8.19 
(2011.12.26) 

リン酸の吸着性に優れた造粒体、前記造粒体の製造方法、リン

酸の吸着性に優れた水質浄化装置に関し、また、前記造粒体を
用いたリン酸肥料および土壌改良資材 

第 6029149 号 

(2014-126615) 
編針の製造方法 

2016.10.28 

(2008. 6. 3) 

金属糸などの難編成糸を編成可能とし、また、編成時に編
針に発生するキズやさびを防止するために DLC 膜を施した
編針の製造方法 

第 6004528 号 
(2012-186879) 

多孔質シリカ内包粒子の製造方
法および多孔質シリカ、多孔質

シリカ内包粒子 

2016. 9.16 
(2011. 8.27) 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および多孔質シリカ、多孔
質シリカ内包粒子 

第 6017431 号 

(2013-533461) 

イオン化ガス検出器及びイオン

化ガス検出方法 

2016.10. 7 

(2011. 9.15) 

イオン化された被測定対象ガスを検出するイオン化ガス検

出器およびイオン化ガス検出方法 

第 6017175 号 

(2012-103787) 
尾てい骨保護下着 

2016.10. 7 

(2012. 4.27) 

尾てい骨を保護して、長時間の着用および着座が快適となる

尾てい骨保護下着 

第 6052958 号 

(2012-151440) 

相溶化剤、その相溶化剤により

相溶されてなる複合体、相溶化
剤の製造方法及びその相溶化剤
により相溶されてなる複合体の

製造方法 

2016.12. 9 

(2011. 7. 6) 

脂肪族ポリエステルと天然繊維とを相溶せしめる際に用い
る相溶化剤およびその相溶化剤により相溶されてなる複合

体、そして、相溶化剤の製造方法さらに、その相溶化剤に
より相溶されてなる複合体の製造方法 

第 6057569 号 

(2012-150881) 
冷却シート 

2016.12.16 

(2012. 7. 4) 

冷却シートに関するもので、物体を省エネルギー的に冷却

する冷却シート 

第 6061483 号 
(2012-068325) 

冷却シート及びネッククーラー  
2016.12.22 

(2011. 3.23) 

冷却シートおよびネッククーラーに関するもので、物体を

省エネルギー的に冷却する冷却基材、冷却シートおよびネ
ッククーラー 

第 6066600 号 

(2012-154100) 

人体模型、衣服圧測定装置およ

び衣服圧測定方法 

2017. 1. 6 

(2011. 7. 7) 

人体模型、衣服圧測定装置および衣服圧測定方法に関し、
特に、衣服圧測定用の人体模型、当該人体模型を用いた衣
服圧測定装置および衣服圧測定方法 

第 6071468 号 
(2012-256802) 

コラーゲン水溶液及びそれから
得られるゲル 

2017. 1.13 
(2012.11.22) 

室温での流動性を長い時間保持でき、かつ、生体温度で速
やかにゲル化することが可能なコラーゲン水溶液と、その

ゲル 

第 6081781 号 

(2012-255357) 

高融点ゼラチン組成物、その製造

方法、およびその用途 

2017. 1.27 

(2012.11.21) 

一般的な細胞育成の温度条件においてゲル状態を維持する

ことができる高融点ゼラチンと、その製造方法等 

第 6108272 号 
(2013-193718) 

プラスチックのバイオマス由来
判別方法 

2017. 3.17 
(2013. 9.19) 

固体プラスチックに含まれる放射性炭素（14C）を、LSC 法

を用いて固体のまま測定するプラスチックのバイオマス由
来判別方法 

第 6122706 号 
(2013-125803） 

配光測定装置および配光測定方
法 

2017. 4. 7 
(2013. 6.14) 

面発光体の配光分布の測定を精度よく行うことを可能にし
つつ、装置の大型化を回避可能にする配光測定装置等 

第 6129078 号 
（2013-540845） 

制御システム 
2017. 4.21 

(2011.10.28) 
制御器と負荷とが電力線を介して接続された制御システム 

第 6140999 号 
（2012-275046） 

骨結合性材料、人工骨並びに基
材と自家骨との結合促進方法 

2017. 5.12 
(2011.12.15) 

所望の部位において自家骨との結合を促進させることができ
る骨結合性材料等 

第 6158648 号 
（2013-181647） 

クロムフリー化成処理液および
化成処理方法 

2017. 6.16 
(2013. 9. 2) 

クロムを用いずに、亜鉛や亜鉛合金の表面に耐食性のより
高い化成皮膜を形成する化成処理液等 

第 6163349 号 
（2013-096087） 

金属編地及びその製造方法 
2017. 6.23 

(2013. 4.30) 
通気性、光透過性に優れた金属編地およびその製造方法 



 

 

登録番号 
(出願番号) 

名   称 
登録年月日 
(出願日) 

内    容 

第 6165937 号 

（2016-141417） 

多孔質シリカ内包粒子の製造方

法 

2017. 6.30 

(2011. 8.29) 

多孔質シリカ内包粒子の製造方法および多孔質シリカ、多
孔質シリカ内包粒子に関し、特に、微細な孔を有する多孔

質シリカを利用し、その孔の内部に微細な粒子を内包させ
る技術 

第 6169896 号 

（2013-119604） 

重金属吸着剤及び重金属回収方

法 

2017. 7. 7 

(2012. 6. 7) 

液体中の金属、特に廃水中の重金属を迅速に吸着した後、
効率よく回収できる吸着剤およびそれを用いた重金属の回収
方法 

第 6194226 号 
(2013-224629) 

三次元測定装置及び三次元測定
方法 

2017. 8.18 
(2013.10.29) 

測定対象物の三次元形状を測定する際の作業効率を格段に
向上させることができる三次元測定装置 

第 6195745 号 
(2013-129077) 

電気ニッケルめっき液および電
気めっき方法 

2017. 8.25 
(2013. 6.19) 

ピット防止等のための添加剤やほう素を含まない、高速電
気めっきのめっき液として用いた場合にも、耐食性および

外観に優れためっき皮膜が得られる電気ニッケルめっき液 

第 6199662 号 
（2013-172143） 

照明器具の測光量測定安定性評価

方法、測光量測定安定性評価装
置、測光量測定安定性評価プログ
ラム、およびその記録媒体 

2017. 9. 1 
(2013. 8.22) 

放熱構造が備えられた照明器具の光源特性を明確にするこ

とができ、照明器具の測光量を測定する際の安定性の評価
を精度よく行うことができる測光量測定安定性評価方法等
に係る技術 

第 6207132 号 
（2012-181879） 

補助布付きコート、補助布及び
マフラー 

2017. 9.15 
(2012. 8.20) 

高い防寒性を確保でき、また、補助布をマフラーとして使
用できるので、補助布を外しても邪魔にならず、防寒性を

さらに向上できる補助布付きコート等 

第 6210841 号 

（2013-224627） 

X 線三次元測定装置及び X 線三次

元測定方法 

2017. 9.22 

(2013.10.29) 

X線 CT画像を補正して測定対象物のエッジを精確に特定す

ることができる X 線三次元測定装置 

第 6236245 号 

（2013-159010） 
飛行装置 

2017.11. 2 

(2013. 7.31) 

空気より軽い気体を充填した気嚢を用いた飛行装置の姿勢

を自由に制御可能とするシステム 

第 6245860 号 

（2013-134031） 

移動台車の制御装置及び移動台

車の制御方法 

2017.11.24 

(2013. 6.26) 

移動台車上に配設された構造体の向きを所定方向に制御し

つつ任意の方向に移動可能な移動台車の制御装置 

第 6262401 号 

（2017-508416） 
ロッカーボキー 

2017.12.22 

(2015. 3.24) 

機敏な動作と低コストを実現しつつ、なめるように障害物

の踏破する機能も有する四輪構造のロッカーボギー 

第 6270115 号 
（2013-241895） 

運動支援システム及び運動支援
プログラム 

2018. 1.12 
(2013.11.22) 

内発的動機付けを促進するとともに、運動強度および運動

部位が適切な範囲にある運動を行うことができるようにユ
ーザーを支援することができる運動支援システムおよび運
動支援プログラム 

第 6280544 号 

（2015-519944） 

X 線エネルギー別画像再構成装置
及び方法並びに X 線三次元測定
装置及び方法 

2018. 1.26 

(2013. 5. 9) 

アーチファクト等を補正により除去してより高精度の画像
再構成を実現することができる、X 線エネルギー別画像再

構成装置および方法ならびに X 線三次元測定装置および方
法 

第 6308464 号 

（2014-107600） 

注意再獲得支援システム、訓練
用画像生成装置及びそのプログ
ラム 

2018. 3.23 

(2014. 5.23) 

半側空間無視患者に対するリハビリテーションを支援する
ための注意再獲得支援システム、訓練用画像生成装置およ
びそのプログラム 

第 6327601 号 
(2013-256516) 

反応物供給流路 
2018. 4.27 

(2013.12.11) 
液体燃料に用いた場合にも発電性能が高く、簡便に製造で
きる、反応物供給流路 

第 6329744 号 
(2013-194199) 

ノード装置及びネットワークシ
ステム 

2018. 4.27 
(2013. 9.19) 

データの収集と、データフレームの転送とを同時に行うこ
とができ、このためスループットの低下を抑制することが

できるノード装置およびネットワークシステム 

第 6339870 号 

(2014-124534) 

圧力測定用材料とその製造方法

並びに圧力測定方法 

2018. 5.18 

(2014. 6.17) 

非晶質炭酸カルシウムと、水と反応して呈色する呈色剤と

を有することを特徴とする圧力測定用材料 

第 6341704 号 
(2014-052115) 

塩化物イオンの定量方法及び塩
化物イオンの定量装置、並び

に、塩素の定量方法 

2018. 5.25 
(2014. 3.14) 

現場で使用可能な小型の装置に適用でき、安価であって、

短時間に塩化物イオンを定量することが可能であり、かつ
指針値に対して十分な感度を有している塩化物イオンの定
量方法および塩化物イオンの定量装置等 

第 6368092 号 

(2014-001479) 

リグノセルロースからのセルロ

ース抽出方法 

2018. 7.13 

(2014. 1. 8) 

多量の廃棄物を生じるような高温高圧処理等を必要としな
い、簡便な、植物系バイオマスまたはリグノセルロースか

らのセルロースの溶解および／または抽出方法、特に簡便
で高効率な植物系バイオマスの糖化前処理技術 

第 6370595 号 
(2014-092371) 

マグネシウム粉末冶金焼結体の製
造方法、そのマグネシウム粉末冶
金焼結体およびマグネシウム粉末

冶金材料 

2018. 7.20 
(2014. 4.28) 

マグネシウム粉末冶金材料中のマグネシウム粉末同士間の

結合力を強化し、当該材料の組織を維持したまま、その組
織を緻密化したマグネシウム粉末冶金焼結体の製造方法等 

第 6378079 号 
(2014-259095) 

成形材料、成形体の製造方法、
及び成形体 

2018. 8. 3 
(2014.12.22) 

本物のべっ甲製品に近い独自の風合いを有する成形体を自

由な形状で低コストで大量に製造することができる成形材
料および成形体の製造方法、ならびに本物のべっ甲製品に
近い独自の風合いを有する成形体 

第 6382057 号 

(2014-209085) 

遅延量測定回路および遅延量測

定方法 

2018. 8.10 

(2014.10.10) 

測定することができる遅延量の大小を選択して広範な測定
を実現でき、少ない回路リソースにより、省電力と小回路

規模を実現することができる遅延量測定回路および遅延量
測定方法 



 

 

登録番号 
(出願番号) 

名   称 
登録年月日 
(出願日) 

内    容 

第 6385743 号 
(2014-144888) 

マイクロヒータ 
2018. 8.17 

(2014. 7.15) 
熱応力を抑制することができるマイクロヒータ 

第 6417183 号 
(2014-211950) 

金属イオン捕集材 
2018.10.12 

(2014.10.16) 
水溶液中の金属イオンを捕集でき、金属イオンによっては
選択的に捕集できる地球環境に優しい金属イオン捕集材 

第 642223 号 
(2014-048017) 

信号検出装置及び信号検出方法 
2018.10.26 

(2014. 3.11) 
電磁ノイズを検出対象信号として誤検出することを防止す
ることができる信号検出装置および信号検出方法 

第 6427387 号 
(2014-223328) 

量子ドット複合光触媒 
2018.11. 2 

(2014.10.31) 
量子ドットを用いた反応効率の高い光触媒 

第 6436881 号 
(2015-172025) 

造形材料 
2018.11.22 

(2015. 9. 1) 
常温で素手による造形が可能であり、硬化処理せずとも高
い形状保持性を有する造形材料 

第 64454934 号 
(2015-116085) 

廃棄汚泥の減少方法 
2018.12. 7 

(2015. 6. 8) 

原料ガラスからガラスカレットを製造する際に発生する廃
棄汚泥を減少させる方法、特に微生物処理により廃棄汚泥

を減少させる方法 

第 6454125 号 

(2014-210060) 
コラーゲンゲルの作製方法 

2018.12.21 

(2014.10.14) 

大きなスケールで立体的に成形された“線維束”を非破壊

的に製造することができるコラーゲンゲルの作製方法 

第 6456663 号 

(2014-230504) 

放熱性を向上させる塗装方法、

塗装装置および塗料 

2018.12.28 

(2014.11.13) 

被塗装物の放熱性を向上させることができる新規な塗装方

法 

第 6472635 号 

(2014-210057) 

コラーゲン水溶液及びそれを用

いたゲルの製造方法 

2019. 2.21 

(2014.10.14) 

「その場調製」が可能なほどに線維化の体温応答性が高い

コラーゲン水溶液 

第 6494992 号 

(2014-250421) 
ナノ粒子 

2019. 3.15 

(2014.12.10) 

組成を限定することなく、粒径が 100nm 以下のナノ粒子を

簡便に製造することができるナノ粒子 

 

(2) 実用新案登録 

登録番号 名称 
登録年月日 
（出願日） 

内    容 

第 3183799 号 
注射器の針部取り外し器具ユ
ニット 

2013. 5. 8 
(2013. 3.21) 

注射器使用の際の針刺し事故の防止と、自己注射器材のユー
ザビリティーを追及するための注射器、特に、ペン型のイン

スリン自己注射器の針部材取り外し器具ユニット 

第 3183939 号 炭素繊維強化樹脂製環状ばね 
2013. 5.15 

(2013. 3.27) 

炭素繊維で補強された樹脂を環状に巻回して成る炭素繊維強化

樹脂製環状ばね 

第 3194598 号 装飾品及び照明器具 
2014.11.12 

(2014. 7. 4) 

希少なべっ甲を有効に利用しつつ、べっ甲が持つ風合いを活

かした装飾品および照明器具 

第 3195080 号 
ブックスタンド、ブックエン
ド及びブックエンドユニット 

2014.12. 3 
(2014.10.15) 

立て掛けて保管した書籍等の水平面でのズレを防止するとと

もに、ブックスタンド一対を相互に向かい合わせで連結させ
てブックエンドを構成する際、その連結を安定させることが
でき、また、ブックスタンドとブックエンドや、ブックエン

ド同士をそれぞれ安定的に連結させていくことができ、さら
に、本の収納領域の段階的な間隔調整も容易に行えるブック
スタンド、ブックエンドおよびブックエンドユニット 

第 3195171 号 パンツ型着用物 
2014.12.10 

(2014.10.16) 
日常生活における着用者の動作に追随し着用者の肌と密着し
て、吸収パッドからの漏れを抑制するパンツ型着用物 

 

(3) 意匠登録 

登録番号 意匠に係る物品 登録年月日 内    容 

第 1571378 号 ロボット 2017. 2.10 
自律的に走行可能なロボットである。例えば、屋内または屋

外の施設で、施設内巡回や施設利用者への案内等を行う 

第 1603264 号 ロボット 2018. 4. 6 自律的に走行可能なロボット 

第 1603265 号 ロボット 2018. 4. 6 自律的に走行可能なロボット 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本技術シーズ集から転載する場合には、前もって都産技研に連絡の上、了承を得てください。 
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